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１ 巻頭言 

はじめに 
兵庫県立佐用高等学校長 西坂 美樹 

 本校家政科は、令和２年度文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業【プロフェッ

ショナル型】」の研究指定校に選ばれ、「『食』を通じてローコスト・ハイクオリティ社会の実現を目指す

プロフェッショナル人材の育成 ～佐用風土（Ｓａｙｏ Ｆｏｏｄ）を活用したモデルプランの構築～

に取り組み、２年目を迎えました。 
 しかし、今年度も残念ながら、新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受け、予定を変更せざる

を得ませんでした。特に、地域の行事やイベント、交流活動が縮小や中止になり、生徒の発表の場や活

躍の場が少なくなってしまったことは残念でなりません。しかし、そのような厳しい環境の中でも、地

域の皆様のご支援やご協力を得ながら、取り組みの３本柱である「地域活性化のための商品開発」「健康

寿命の延伸」「安全安心なまちづくり」について、コロナ禍ではありますが、工夫を凝らしながら精一杯

取り組んで参りました。 
 まず、「地域活性化のための商品開発」については、佐用の特産品を使った佐用風土の開発にとどまら

ず、非常災害時に必要な備蓄食としての機能を果たすという付加価値をつけた商品の開発に取り組みま

した。佐用風土である夢茜トマトをベースとした、酸味のきいたトマトソースとトマトカレーを完成さ

せることができました。 
 次に「健康寿命の延伸」については、学校設定科目である「ヒューマンサービス」の中で、高齢者の

お宅に伺っての「高校生訪問サービス」を実践することができました。実施に際しては、新型コロナウ

イルス感染防止に最大限配慮し、高齢者の方たちに決してご迷惑をかけない対策を講じて臨みました。

訪問に理解、協力していただいた方々から、満面の笑みで出迎え、送り出していただけたことに、「高校

生訪問サービス」の大きな意義が認められたと実感すると共に、感謝の気持ちで一杯であります。 
 最後に、「安全安心なまちづくり」については、従来から実施している校内の防災訓練を基軸に関係機

関や地域住民の方と如何に広く協働で実践していくかに腐心いたしました。保育園児から高齢者まで多

世代向け防災学習、最新技術を取り入れたドローンによる避難誘導、災害食のパッククッキングの実施

など多くのアイデアを取り入れ、防災や減災、災害時における知識や技術が身につくと共に、災害に対

する興味・関心が高められたことは大きな成果でありました。 
 今年度の取り組みに際しては、コンソーシアム委員会に参加していただいたすべての関係機関の皆様

に絶大なご協力とご支援をいただきました。この場を借りて、厚く御礼申し上げます。 
 来年度は、本事業３年目で、集大成の年を迎えます。１年目、知識・技術・地域について学ぶ探究活

動に始まり、２年目、商品開発・訪問サービス・防災訓練などの実践活動、そして３年目、地域へ還元

するための生活改善の実践である発展活動に取り組んでいきます。さらに、それぞれの活動を評価・検

証し、目標である「食を通じたハイクオリティ社会の実現を目指すプロフェッショナル人材の育成のた

めのモデルプランの構築」を行っていきます。本冊子ではこの１年間の取り組み内容を報告させていた

だき、多くの情報を共有し、忌憚のないご意見を頂戴して、来年度の取り組みにいかせていく所存です。

どうぞよろしくお願いします。 
 最後になりますが、日頃からご支援・ご指導賜わっています文部科学省、兵庫県教育委員会、佐用町、

関係大学・専門学校、関係事業所や自治会、各委員の皆様に改めて心からの感謝を申し上げ、巻頭のご

挨拶といたします。  



２ 令和３年度研究開発実施計画書 
 
 （１）実施計画 
 

１ 指定校名・類型 

   学校名  兵庫県立佐用高等学校 

   学校長名 西坂 美樹 

   類型   プロフェッショナル型 

 

２ 研究開発名 

   「食」を通じてローコスト・ハイクオリティ社会の実現を目指すプロフェッショナ

ル人材の育成 ～佐用風土（Sayo Food）を活用したモデルプランの構築～ 

 

３ 研究開発の概要 

本研究は「食」を中心に①特産物による商品開発②健康寿命の延伸③安心・安全な町

づくりの三本柱で展開している。これまでも特産品を使用した商品開発には取り組んで

きたが、事業を通じて伝統料理、保存食へと発展させる目的がある。販売が主目的では

なく、「食」を通じて「佐用風土（Sayo Food）」と地域人材を活用し、健康の見直しや

災害時対応などで町を活気づける。その中で、伝統料理や保存食を「高校生訪問サービ

ス」等の実習で高齢者に提供するなど地域と協働するために、履修科目の新規充実を図

り、学校設定科目の活用でカリキュラム・マネジメントを行い、生徒の学びと地域課題

の解決につなげる。 

 

４ 学校設定教科・科目の開設，教育課程の特例の活用（□で囲むこと） 

  ア 学校設定教科・科目を開設している 

  イ 教育課程の特例の活用している 

 

５ 事業の実施期間 

   契約日～ 令和４年３月３１日 

 

６ 令和３年度の研究開発実施計画 

（１）地域との協働による探究的な学びを実現する学習内容 

 一年目は、指定を受けたことにより地域協働活動を広げることを目標に計画を立てて

いたが、新型コロナウィルスの影響で逆に活動自体は縮小する形になってしまった。 

二年目である令和３年度は、一番内容を充実させる年度にしたいと考えている。そのた

めに、現状だからこそできる協働を模索している。また、学校現場としてはカリキュラ

ム開発を目的としていることから従来の学校設定科目からの変更を行うとともに、既存

科目の内容見直しなど新学習指導要領に沿うカリキュラム・マネジメントを行う。 

テーマの３本柱を基準に横断的なカリキュラムの開発を行う。 

研究テーマ 実施科目名 連携機関 

①佐用の特産品を活用 

（商品開発） 

課題研究（２、３学年） 

ヒューマンサービス（２学年） 

フードデザイン（１～３学年） 

佐用町、IDEC、ナニワフ

ード 



②佐用で暮らす人を守る 

（健康寿命の延伸） 

生活産業基礎（１、２学年） 

ヒューマンサービス（２学年） 

生活と福祉（２学年） 

課題研究（２、３学年） 

フードデザイン（１～３学年） 

佐用町自治会、美作市ス

ポーツ医療看護専門学校 

③佐用の水害から学ぶ 

（安全・安心な町づくり） 

総合的な探究の時間（１学年） 

ヒューマンサービス（２学年） 

課題研究（２、３学年） 

フードデザイン（１～３学年） 

佐用町、山崎高校、日本

調理製菓専門学校 

 

【１学年】 

佐用町の調査研究を通じて地域課題を考える。「食」を中心に特産品・健康寿命・防

災に関しての知識・技術における基礎的能力の習得を図る。 

① 総合的な探究の時間 

・近年、地元生徒の入学が減少していることから「地域探究活動」から実施した。令

和２年度実施した際に、生徒のアンケートからは「佐用町について知らなかった一

面を知ることができ、興味関心がわいた。」との意見も多く見られたため、引き続

きの佐用町を知る「佐用学」で佐用町企画防災課職員による講話、タブレットを活

用しての調べ学習・発表の探究活動を行う。（４月～７月） 

・佐用町は平成 21 年の水害被害を踏まえて「災害に強い町づくり」を掲げていること

から、佐用町企画防災課職員、西はりま消防署職員の講話による災害についての知

識の習得を行う。（７月） 

・佐用町の人口や高齢化率の現状を検証、佐用町自治会の協力によるモデル地区の実

地調査を行うことにより、佐用町の抱える課題や要望などを調査する。（９月） 

② 生活産業基礎 

・教科書を用いた基礎学習として、生活産業とそれにまつわる職業についての知識を

習得する。また、「商品企画開発」におけるプロセス学習で、２年生の「課題研究」

にて実施する「特産品を用いての商品開発」に向けて意識づけを行う。（５～６月）  

・佐用町の現状を見据えての推測と役場や各施設での聞き取り調査を行うことで、地

域に必要な商品、サービス、人材の調査とアイデアを捻出する。これにより、２年

生で実施する「就業体験実習（インターンシップ）」への方向付けとする。（８月） 

③ フードデザイン 

・教科書を用いて「食」に関する基礎知識の習得と実習による調理の基本的技術を習

得する。（５月～３月） 

・令和２年度は地元の利神保育園と協働で地元の食材を用いた「クッキング講習会」

を企画していたが、実施できなかった。例年保育園も楽しみにして下さり、本校生

徒もコミュニケーション力の向上や企画力を身に付ける機会として有意義であるた

め、今年度も企画し、幼児に対する食育活動を行う。（１０月） 

・令和２年度に実施した災害食学習と地域（いずみ会）からのパッククッキング講習

会では、生徒の防災への関心の高まりが見られたため、今年度も実施。（１１月） 

・地域で開催されているものに限らず、全国的に展開されている専門学校や企業によ

る各種コンテストへの応募を行う。令和２年度は多くのコンテストにチャレンジし、



地域の「もち大豆コンテスト」では２名が入賞した。生徒の発想力を十分発揮でき

るような指導が不足していたと反省点があることから、今年度は新たな発想力を引

き出すことに重点を置く。（４月～３月） 

【２学年】 

従来の地域との協働活動に加え、佐用町の特産品と求める人材にクローズアップした

内容で指導計画を立案し、意識付けをする。 

①-1 課題研究「食物」 

・昨年度は「食文化」にて行ってきた特産品を用いた商品開発であるが、カリキュラ

ムの編成により今年度は課題研究で行う。トマトの生産を行う IDEC や商品化するナ

ニワフード、佐用町からは健康福祉課職員や栄養士を招いての協働で「夢茜トマト」、

「佐用もち大豆」など、佐用町の特産物を用いての商品開発やレシピを開発する。

（４月～１月） 

①-2 課題研究「情報」 

・事業関連の内容を「さようチャンネル」など地元テレビ局や広報誌を通じて佐用高

校全校生徒や佐用町、隣接県への幅広い情報発信を行う。 

・当初の計画では「ヒューマンサービス」における「高校生訪問サービス」では、直

接的な訪問や交流を内容に挙げていたが、新型コロナウィルスによる新しい生活様

式をふまえてリモートや往復はがきを用いての実施に計画変更を行う予定であるこ

とから、タブレット端末を操作できる人材育成を目指す。 

①-3 課題研究「福祉」 

・毎年本校生徒だけで行っている避難訓練を拡大し、地域や専門学校と協働する形で

行う「佐用合同防災訓練～KIZUNA 大作戦～」に向けて、企画運営を生徒自身で行う。

それに伴い、本校普通科、農業科学科生徒には近隣に住む高齢者や幼児の避難誘導

を担ってもらうなど、学校全体での取組に発展させることを目的としている。（４

月～１２月） 

・地域の保育園や子育て支援施設、高齢者との協働で防災学習を行い、日常からの防

災意識を高め、災害時のスムーズな行動への意識づけを行う。生徒には主体的に動

く力と「共助」の意識を持たせる。 

② 生活産業基礎 

・家政科２学年の生徒全員が、一社一人体制で５日間の就業体験実習（インターンシ

ップ）の実施により地域の職業人に学ぶ機会を設ける。例年実施している就業体験

活動では、「働くことの大変さや重要さが分かった。」「仕事に対する責任感やコ

ミュニケーション能力の重要性を認識した。」との感想にあるように、職業観や将

来の進路に向けての重要な学びの場となっているため、実施予定である。（７月） 

③ 生活と福祉 

・美作市スポーツ医療看護専門学校との協働による福祉の基礎学習と介護に関する実

習の研修会を実施する。これにより、３年生での地域の福祉施設での「介護体験実

習」につなげる。また、「認知症サポーター」資格取得を目指すことによる目標の

見える化と地域に根ざした人材育成を目指す。（年複数回） 

・地域の障がい者支援施設を訪問し、レクリエーション交流を通じて、体力づくり啓

発活動と食育を行う。例年実施している活動では、レクリエーションによる交流の

みであるが、来年度は「食」をテーマに掲げることで、健康寿命延伸の観点を取り

入れる。（２月） 



  ④ ヒューマンサービス 

・「高校生訪問サービス」にてアンケート調査と生活改善内容の研究を行う。当初の

計画での訪問が困難になっているので往復はがきやリモートを活用しての実施とす

る。ネットワーク環境や ICT 技術の面で課題が残されているが、学校全体に協力を

呼びかけ、教員と生徒がともに知識と技術の向上をするように工夫する。 

・県境という立地を生かして岡山県や鳥取県で特産品、少子高齢化、防災状況などの

アンケート調査を行う。積極的な交流の場として情報の共有と発信を行うことで、

課題発見力や解決力の向上を目指す。 

・佐用町社会福祉協議会との協働で「給食ボランティアサービス」の参画を通じて、

独居高齢者のサポートを行う。サービス自体は三年目に突入するが、例年生徒の感

想で「大量調理の大変さを学んだ。」「地域の特産物や旬な食材を使うことを意識

して献立を考えた。」など、「食と健康、地域」への興味関心が見られている。今

年度は一方通行のサービス提供にとどまらず、往復はがきや手紙などで双方向での

実施を行う。（５～１２月） 

・「課題研究（福祉）」との横断的なカリキュラム・マネジメントを行うことで「佐

用合同防災訓練～KIZUNA 大作戦～」企画、実施を行う。家政科２年生が中心となっ

て防災訓練を行うことで、他の生徒にも主体的な行動を促す機会とする。 

⑤ フードデザイン 

・教科書による「食」に関する応用知識と応用技術を習得する。（５月～３月） 

・日本調理製菓専門学校との協働による保存食研修会を実施する。災害に関する事業

と横断的なつながりを持たせることを目的とし、缶詰や真空食品の商品開発につな

げる。 

・これまでに開発した商品を用いてのレシピ開発学習と地域（いずみ会）からの伝統

食講習会を実施する。伝統食講習会は従来までも行われてきたが、生徒にはコミュ

ニケーション能力の向上や地域への興味関心が見られる。また、地域住民も交流を

楽しみにしており、地域に活力を持たせることから今年度も実施する。（９、１月） 

・地域の小学生や高齢者に向けた食育教室の開催を行う。例年実施している佐用小学

校との「合同調理実習」では、双方の自尊感情の高まりや自主性の向上が見られる。

今年度は、高齢者も含めた多世代交流の場を提供することで、高校生が主体となる

行事を企画運営する。 

【３学年】 

従来の地域交流や貢献事業の中に、佐用町の課題解決に向けての目的を加え、より地

域に根差した教育を目指す。 

① 子どもの発達と保育 

・佐用保育園との協働でレクリエーション交流を通じて、子育て支援と食育活動を行

う。例年実施している「ふれあい育児体験」では、生徒自身で交流会を企画運営す

ることで、協調性やプレゼンテーション能力を伸ばしてきた。今年度は「食」を掛

け合わせることで、エプロンシアターやおもちゃを製作することで園児に対する食

育活動に力を入れる。（１月） 

②-1 課題研究「食物」 

・年間を通じて「高校生カフェ」や「高校生レストラン」を運営することで、多世代

交流を行い、内容の反省や軌道修正を行える力を養う。これまでにも行ってきた子

育て支援センター「ママプラザ」での高校生カフェでは、ママ支援の食育活動を行



う。（６月） 

・平福にあるお休み処「瓜生原」では、地元食材を用いたお弁当の提供による地産地

消啓発活動を行う。（１０月）さらに来年度は、中山間地域に位置する「グラミン

カ」（７月）や「高校生訪問サービス」を実施するモデル地区（１２月）での「高

校生レストラン」を開催する。 

②-2 課題研究「被服」 

・毎年行われている「さよう文化祭」では、地元の高齢者施設や佐用保育園、子育て

支援センターの利用者と共演し、交流を行ってきた。今年度も地域との交流や健康

寿命の延伸を心と身体の面からサポートすることを目的に計画する。（１１月） 

・佐用町の特産物「皆田和紙」を使って小物や服飾製作を行い、佐用町を広報、活性

化する活動を行う。これらを「高校生カフェ」や「高校生レストラン」の開催時に

展示、販売、ワークショップを行う。（９月～１１月） 

②-3 課題研究「福祉」 

・地域の高齢者施設や障碍者支援施設であるきらめきケアセンター、朝陽ヶ丘荘にて

「介護体験実習」を行うことで、生徒の将来の進路実現に向けてはたらきかけ、協

働先では将来の人材確保の一助を目指す。保育分野では佐用保育園、子育て支援セ

ンターでの定期的な実習では、進路を見据えることに加え、子育て世代の地域住民

の生活サポートと実態調査を行う。（７月～８月） 

【学校家庭クラブ活動】 

 学校家庭クラブの基本方針である「創造」「勤労」「愛情」「奉仕」の精神を柱とし

て、地域に貢献する目的で「研究活動」「ボランティア活動」「交流活動」を行う。 

・「ふれあいの里上月」にて地元食材を用いた焼菓子の定期販売を通して、地域の活

性化を行う。（５月～３月） 

・佐用町、上月町、三日月町など地元主催のイベントにおける地元食材を用いた焼き

菓子の販売活動を通じた地域交流（１１月～１２月） 

・「兵庫県総合文化祭」「西播磨高校生マルシェ」などの県内学校関係イベントで開

発商品や特産物使用の焼き菓子販売・皆田和紙アクセサリー製作の体験活動を通じ

て、佐用町の PR活動（１１月～１２月） 

 

これまでの取組の見直しや、新学習指導要領に基づいたカリキュラム開発を行ってき

た中で、生徒の「主体的・対話的で深い学び」につながる内容を吟味し、身につけさせ

たい力を明確にしてきた。コロナ禍で予測不可能な現状であるが、逆転の発想を持ち、

現状の課題を見直す機会を持つことで、生徒の新たな発想を引き出し、課題解決力を身

につけさせたい。また、令和２年度は４月より２ヶ月間緊急事態宣言に伴う臨時休校と

なり、多くの活動が制限を受けて、予定していた取組が中止・変更・縮小となった。新

しい生活様式を踏まえての取組なので十分な成果とは言えないが、今年度にいかしてい

きたい。 

課題としては、他学科・他教科との連携などカリキュラム・マネジメント体制の構築

があげられる。今年度に向け、現状だからこそできることを明確にし、より地域との協

働を推進していきたい。 

（２）県外研修による先進的な取り組みの研修を通じた、地域協働の深化と検証 

 県外の本事業を先進している家庭に関する学科設置校の研究発表会に参加すること

や、健康長寿医療センターでの研修で調査や分析の知識を習得することで、本校での事



業への参考とし、より深い地域との協働へとつなげる。 

・東京都健康長寿医療センター研究所にて健康寿命延伸の具体的施策を学ぶ、佐用町

の課題を相談し、指導助言をいただく。（11 月） 

（３）カリキュラム・マネジメントの推進 

令和２年度は校内組織「地域協働部」を中心に、コンソーシアム内の「佐用風土（Sayo 

Food）」、健康福祉、防災教育推進の三つの小委員会、校内組織のビジョン委員会、教

育課程委員会、キャリア教育推進委員会と連携・協働して、「インターンシップ」や「ヒ

ューマンサービス」等の教育内容、「高校生訪問サービス」「高校生カフェ」等の体験

活動や探究活動の充実に向けた協議・検討を行い、地域を支えるプロフェッショナル人

材を育成するカリキュラムモデルプランの構築推進に取り組んでいった。 

また、緊急事態宣言に伴う臨時休業のため、事業開始や組織構築が大幅に遅れたり、

活動に制限が加わったりしたが、感染対策等に留意しながら、できる範囲で探究活動に

取り組んだ。 

事業の実施に際しては、職員会議等での連絡・報告等を通して全職員の周知理解と情

報共有を行い、生徒の探究活動に対して全ての教職員が積極的に関わっていく体制作り

を推進していった。全教職員の協力のもと、「インターンシップ」や「高校生カフェ」

等の体験活動や探究活動を実施・成功できたことは、その成果の現れである。 

現在、令和４年度からの新教育課程実施に向け、教育課程編成を協議・検討している

が、本事業の指定を受けたことと令和２年度での取組結果を踏まえ、普通科選択科目で

家庭科と農業科の専門科目を導入し、三学科連携のカリキュラム・マネジメント構築に

向けた取組をスタートさせた。 

令和２年度は、緊急事態宣言に伴う臨時休業のため、コンソーシアム委員会と運営指

導委員会の開催が遅れたが、いただいた研究開発、事業内容、組織体制等についての指

導助言を、探究活動にできるかぎり反映し、コロナ禍でも実施できる活動内容を模索し

ていった。令和３年度はこの反省を活かし、コンソーシアム委員会と運営指導委員会で

の指導助言をもとに、４月からのスタートに向けて準備を行い、佐用町との連携を軸に

学校全体で研究開発を行う体制を整え、よりよい探究活動に取り組む。 

（４）成果の発表・普及 

 ①「さよう文化祭」にて研究成果の披露 

   毎年 11 月に行われる「さよう文化祭」では、地域の方々と共演のファッションショ

ーを披露し、地元特産品を使用した焼き菓子の販売を行ってきた。令和２年度は、コ

ロナウィルス感染拡大のため、残念ながら中止となってしまった。令和３年度は、２

年間の研究成果の発表として開発商品の発表や掲示による調査統計結果、研究内容の

披露を行う。 

②校内発表会の開催 

 ・校内にて本年度の研究成果の発表会を行うことで、次年度校内連携体制の確立と職

員全体への協力体制の確認を行う。（１月） 

③さよう文化情報センターでの発表会の開催 

  ・地元の施設を使って本年度の研究成果の発表会を行うことで研究内容を地域に還元

し、次年度につなげる。（２月） 

（５）成果の評価・検証 

 研究成果の評価として、生徒にはポートフォリオの作成やパフォーマンス評価、学力

調査やアンケート調査などを通じて多面的な評価を行う。 



 研究成果の検証としては、佐用町の住民やコンソーシアム関連機関各所へのアンケー

トや意識調査を通して、次年度への検証とする。 

（６）報告書の作成 

 本年度の調査、研究、発表の成果として報告書の発行を行い、近隣高等学校や家庭に

関する学科設置校、地元の学校、連携機関に配布し事業成果の還元を図る。 

 

７ 事業実施体制 

課題項目 実施場所 事業担当責任者 
①佐用の特産品を活用 
（商品開発） 

校内、佐用町、まなび舎
農園、ナニワフード 

岩﨑 由香子 
（地域協働部長 本校教諭） 

②佐用で暮らす人を守る 
（健康寿命の延伸） 

校内、佐用町、美作市ス
ポーツ医療看護専門学校 

岩﨑 由香子 
（地域協働部長 本校教諭） 

③佐用の水害から学ぶ 
(安全・安心な町づくり) 

校内、佐用町、日本調理
製菓専門学校、 

岩﨑 由香子 
（地域協働部長 本校教諭） 

 

運営指導委員会の体制 
氏名 所属・職 備考 

西田 利也 兵庫県教育委員会 高校教育課長 学校教育に専門的知識を有する者 

江見 秀樹 佐用町役場 企画防災課長 関係行政機関の職員 

浅野 博之 佐用町教育委員会 教育長 学校教育に専門的知識を有する者 

岸田 恵津 兵庫教育大学 教授 専門的知識（生活科学等） 

田和 久典 IDEC 株式会社 ｸﾞﾘｰﾝｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部長 学校教育外部有識者（産業） 
※備考欄には，学校教育に専門的知識を有する者，学識経験者，関係行政機関の職員

等，運営に関して指導・助言にあたる専門の区分を記入すること 
 

高等学校と地域との協働によるコンソーシアムの体制 
機関名 機関の代表者名 

兵庫県教育委員会 高校教育課副課長 清水 道子 

兵庫県立佐用高等学校 校長 西坂 美樹 

佐用町 町長 庵逧 典章 

佐用町教育委員会 教育課 教育推進室長 西川 典男 

IDEC 株式会社 社長 舩木 俊之 

ナニワフード株式会社 社長 松田 良彦 

島根大学 教授 作野 広和 

兵庫教育大学 教授 永田 智子 

日本調理製菓専門学校 校長 水野 博 

美作市スポーツ医療看護専門学校 校長 黒瀬 通弘 

兵庫県立山崎高等学校 校長 武田 由哉 

佐用町自治会連合会 会長 井上 洋文 

一般社団法人ドローン減災士協会 代表理事 久保 正彦 
 
 カリキュラム開発専門家，海外交流アドバイザー，地域協働学習実施支援員 

分類 氏名 所属・職 雇用形態 

カリキュラム開発専門家 作野 広和 島根大学 教授 非常勤 

カリキュラム開発専門家 永田 智子 兵庫教育大学 教授 非常勤 

海外交流アドバイザー なし なし なし 

地域協働学習実施支援員 服部 憲靖 佐用町企画防災課 非常勤 

 



（２）令和２年度新規指定時の研究開発概要 
 

指定期間 ふりがな ひょうごけんりつさようこうとうがっこう 

②所在都道府県 兵庫県 令和２～最

大３年間 
①学校名 兵庫県立佐用高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 創立 112 年目の伝統校である。各学年と

も普通科３クラス、農業科学科１クラ

ス、家政科１クラス。 

家政科 27 36 35  98 

      

⑥研究開発

構想名 

「食」を通じてﾛｰｺｽﾄ･ﾊｲｸｵﾘﾃｨ社会の実現を目指すﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ人材の育成 

 ～佐用風土（Sayo Food）を活用したﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾗﾝの構築～ 

⑦研究開発

の概要 

本研究は「食」を中心に①特産物による商品開発②健康寿命の延伸③安全・安心な町

づくりの三本柱で展開している。これまでも特産品を使用した商品開発には取り組ん

できたが、事業を通じて伝統料理、保存食へと発展させる目的がある。販売が主目的で

はなく、「食」を通じて「佐用風土（Sayo Food）」と地域人材を活用し、健康の見直

しや災害時対応などで町を活気づける。その中で、伝統料理や保存食を「高校生訪問ｻ

ｰﾋﾞｽ」等の実習で高齢者に提供するなど地域と協働するために、履修科目の新規充実

を図り、学校設定科目の活用でｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを行い、生徒の学びと地域課題の解決

につなげる。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 

⑧-1

全体 

(1) 目的・目標 

【目的】 

佐用町は、老年人口率 40％（全国平均の 1.5 倍）という現状に加え、平成 21 年台風

９号の豪雨被災の教訓を生かし、地域の活性化と安全・安心で充実した暮らしができる

町に進化させることが課題である。本校もこの課題を認識し、町と協働で活性化・貢献

活動に取り組んできた。この事業では地域特産品や伝統料理、健康食といった「食」を

中心に町と連携している「佐用風土（Sayo Food）」に関する取組を発展充実させ、「ﾛ

ｰｺｽﾄ・ﾊｲｸｵﾘﾃｨ社会」の実現に貢献するとともに、「高校生訪問ｻｰﾋﾞｽ」等の実習や探究

活動を通して地域を支えるﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ人材を育成するｶﾘｷｭﾗﾑﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾗﾝを構築する。 

【目標】 

①地元の特産品を使った商品開発を通して地域活性化に参画できる人材の育成。 

現在、産官学協働で地元特産品を使った商品開発に取り組んでいるが、さらに上級

学校との連携で、地域資源を活用した地域活性化に主体的に取り組む生徒を育成す

る。 

②健康寿命を延ばすための地域福祉活動に参画できる人材の育成。 

高齢者向けﾚｼﾋﾟの考案、体力作り啓発活動、食生活・食育指導等健康寿命を延ばす

ための取組を通して、地域福祉に貢献できる生徒を育成する。 

③安全・安心で災害に強いまちづくりに参画できる人材の育成。 

地域と上級学校と連携して災害・被災時の課題を理解し、保存食・非常食の開発を

行うなど、「食」を中心に取り組むことで、災害に強いまちづくりに貢献できる生徒

を育成する。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

【現状の分析】 

本校は、佐用郡内唯一の高等学校であり、「まちを支える人づくり」をｽﾛｰｶﾞﾝに地域

連携・貢献活動に取り組んできた。家政科は、以前から「佐用風土（Sayo Food）」を使

った焼菓子やｼﾞｬﾑ等の開発を行っており、これらの商品は地域のｲﾍﾞﾝﾄ等で生徒たちが

販売を行い、地域の活性化に役立ってきた。また、地域食育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの連携で伝統食を

学び、保育所や幼稚園、小学校での食育活動を行っている。昨年から佐用町社会福祉協



議会と協働し、独居高齢者の給食ｻｰﾋﾞｽにも取り組んでいる。 

【研究開発の仮説】 

ｺﾝｿｰｼｱﾑと連携して特産品を活用した商品開発・食改善ﾚｼﾋﾟ・防災食開発等を行う中で

「食」への学びを深めるとともに、課題発見・解決力、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力等を身に付け、

地域課題である健康寿命延伸、災害に強い町づくりへの改善策の提言を行い、その推進

に取り組む。また、地域住民の生活状況等を分析・考察し、「高校生訪問ｻｰﾋﾞｽ」等の取

組を通してﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ精神・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力等を身に付け、地域課題である高齢者が充実し

た暮らしのできる町づくりに向けた提言・実践を行い、積極的に地域福祉に参画し活力

ある町づくりに取り組む。これらのことを通して地域活性化を実現できるとともに「食」

を通じてﾛｰｺｽﾄ・ﾊｲｸｵﾘﾃｨ社会の実現を目指すﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ人材の育成ができる。 

⑧-2

具体

的内

容 

 

(1) 地域との協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画 

【１学年】 

佐用町の調査研究を通じて地域課題を考える。「食」を中心に特産品・健康寿命・防

災に関しての知識・技術における基礎的能力の習得を図る。 

「総合的な探究の時間」「生活産業基礎」「ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ」 

【２学年】 

調査研究を深め、商品・ﾚｼﾋﾟ開発や「高校生訪問ｻｰﾋﾞｽ」等の協働事業を行う。少子高

齢化等の地域課題解決に向けた探究・実践活動を行う。 

「生活と福祉」「生活産業基礎」「課題研究」「ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ」「ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ」 

【３学年】 

新たな学びの中で調査研究を総括し、地域が求める人材としての進路実現を行う。研

究成果を踏まえ、地域課題解決のための提案と実践を行う。 

「保育基礎」「伝統文化」「課題研究」「ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ」「ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ」 

「ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ」 

【学校家庭ｸﾗﾌﾞ活動】 

・「ふれあいの里上月」にて地元食材を用いた焼菓子定期販売を通した地域活性化。 

・佐用郡内各町主催ｲﾍﾞﾝﾄにおける地元食材を用いた焼菓子販売活動を通じた地域交流。 

・県内各種ｲﾍﾞﾝﾄでの販売・体験活動を通じた佐用町 PR活動。 

(2) ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進体制 

本事業を運営するため、校内組織に「地域協働部」を、校内委員会に「地域協働事業

推進委員会」をそれぞれ新たに設置した。「地域協働事業推進委員会」は、本校教職員

にｶﾘｷｭﾗﾑ開発等専門家及び地域協働学習実施支援員を加えた構成で、ｺﾝｿｰｼｱﾑ内の「佐用

風土（Sayo Food）」、健康福祉、防災教育推進の三つの小委員会、校内組織のﾋﾞｼﾞｮﾝ委

員会、教育課程委員会、ｷｬﾘｱ教育推進委員会と連携・協働して、「ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ」や「ﾋｭｰ

ﾏﾝｻｰﾋﾞｽ」等の教育内容、「高校生訪問ｻｰﾋﾞｽ」「高校生ｶﾌｪ」等の体験活動や探究活動の

充実に向けた協議・検討を行い、地域を支えるﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ人材を育成するｶﾘｷｭﾗﾑﾓﾃﾞﾙﾌﾟ

ﾗﾝの構築推進に取り組む。 

また、生徒の探究活動に対しては、全ての教職員が積極的に関わっていく。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

なし 

⑨その他 

特記事項 

指定終了後も、本事業の取組を持続可能なものにするために、県独自事業「ひょうご

ｽｰﾊﾟｰﾊｲｽｸｰﾙ」の指定を受ける等、一定の事業経費を計上して、支援することができる。

また、「ひょうごふるさと貢献・活性化事業」やｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞによる経費の捻出、佐

用町からの貸切ﾊﾞｽ提供等も活用し、発展的に実施することができる。 

  



（３）研究開発の実施体制 

 

管理機関名：兵庫県教育委員会  
１．コンソーシアムの構成 

機関名 機関の代表者氏名 

兵庫県教育委員会 高校教育課副課長 清水 道子 

兵庫県立佐用高等学校 校長 西坂 美樹 

佐用町 町長 庵逧 典章 

佐用町教育委員会 教育課 教育推進室長 西川 典男 

IDEC 株式会社 社長 舩木 俊之 

ナニワフード株式会社 社長 松田 良彦 

島根大学 教授 作野 広和 

兵庫教育大学 教授 永田 智子 

日本調理専門学校 校長 水野 博 

美作市スポーツ医療専門学校 校長 黒瀬 通弘 

兵庫県立山崎高等学校 校長 武田 由哉 

佐用町自治会連合会 会長 井上 洋文 

 

２．カリキュラム開発等専門家，海外交流アドバイザー，地域協働学習実施支援員の体制 

区分 氏名 所属 備考 

カリキュラム開発等専門家 作野 広和 島根大学 教授 ② 

カリキュラム開発等専門家 永田 智子 兵庫教育大学 教授 ② 

地域協働学習実施支援員 服部 憲靖 佐用町役場 職員 ② 

※「備考」欄には，本事業における活用の形態別に①～③のいずれかの番号を記入すること。 

①常勤：本事業のために管理機関又は指定校に配置され，管理機関又は指定校で常時勤務する者 

②非常勤：本事業のために管理機関又は指定校に配置され，管理機関又は指定校では常時勤務する

ものでない者  

③ボランティア：本事業のために活用されるが，管理機関又は指定校から賃金・謝金等の支払がさ

れない者（①又は②に該当する者を除く。） 

 

３．運営指導委員会の体制 

所属 役職 氏名 

兵庫県教育委員会  高校教育課長 西田 利也 

佐用町役場  企画防災課長 江見 秀樹 

佐用町教育委員会 教育長 浅野 博之 

兵庫教育大学  教授 岸田 恵津 

IDEC 株式会社  グリーンソリューション事業部長 田和 久典 

 

４．経費 

区分 金額（千円） 備考 

委託費 ３５９９千円  

管理機関よる負担 ０円  

その他 ０円  

 

５．本研究開発実施のための自財源確保の工夫（※該当する場合は，回答欄に○印を記入すること） 

区分 回答 

本研究開発実施のために，企業版ふるさと納税制度を活用している  

本研究開発実施のために，ふるさと納材制度を活用している ○ 

 



（４）目標設定シート

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

地域との協働による高等学校教育改革推進事業 目標設定シート（計画時）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値(令和4年度)

ふりがな ひょうごけんりつさようこうとうがっこう
指定期間 令和２～４学校名 兵庫県立佐用高等学校

20 20 69 40 50 50(R4)
a

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％地域をよくするために、地域課題の解決に関わりたいと思う生徒の割合

本事業対象生徒： 90 70 80 80(R4)

本事業対象生徒以外：

目標設定の考え方：佐用町の現状を学び、課題を明確にする方向性を見出す。

本事業対象生徒以外： 0 0 0 0 0
a

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％健康寿命を延ばす食生活の在り方を考え、提言した生徒の割合

本事業対象生徒： 30 65 80 80(R4)

0

目標設定の考え方：佐用町の現状を学び、課題を明確にする方向性を見出す。

a 100(R4)

本事業対象生徒以外： 30 30 30 40 50 50(R4)

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％佐用町の防災行事等に参加した生徒の割合

本事業対象生徒： 100 100 100

a

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％家庭科技術検定（食物調理１級）取得生徒の割合

本事業対象生徒： 100 100 100 100(R4)

10(R4)

目標設定の考え方：知識と技術の定着度合いをはかる。

60 70

本事業対象生徒以外： 5 5 0 10 10

目標設定の考え方：佐用町の現状を学び、課題を明確にする方向性を見出す。

目標設定の考え方：地元に愛着を持ち、就業することを目標としている。

b

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高校卒業後、地元に貢献したいと思う生徒の割合

本事業対象生徒： 62 65 80 80(R4)

b 70(R4)

本事業対象生徒以外： 50 50 38 60 70 70(R4)

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高校卒業後、いずれは地元で働きたいと希望する生徒の割合

本事業対象生徒： 43

c

（その他本構想における取組の達成目標）
単位：％

地域交流や「高校生訪問サービス」等の体験的な学びに参加した生徒の割合

本事業対象生徒： 100 100 100

本事業対象生徒以外： 50 50 61 60 70

100(R4)

本事業対象生徒以外： 50 50 50 60 70 70(R4)

70(R4)

目標設定の考え方：学んだことを将来に生かしたいと思う指標をはかる。

目標設定の考え方：学んだことを将来に生かしたいと思う指標をはかる。

c

（その他本構想における取組の達成目標）
単位：％

地域の方々と交流を持ち、協働することへの生徒の満足度

本事業対象生徒： 88 80 90 90(R4)

70(R4)

目標設定の考え方：主体的な学びにつながっているかをはかる。

本事業対象生徒以外： 50 50 73 60 70



２．地域人材を育成する高校としての活動指標（アウトプット）

３．地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値(令和4年度)

目標設定の考え方：研究開発の専門性を高めるために外部講師に委託する。

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、高等学校において設定した活動指標）
単位：回商品開発に際し、関係機関と生徒の会議の回数

0 5 10 8 10

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、高等学校において設定した活動指標）
単位：回外部講師による講義や研究会の実施回数

3 3 13 15 20 20(R4)

10(R4)

目標設定の考え方：生徒が直接地域と方々と交流を持ち、課題に取り組む。

b

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、高等学校において設定した活動指標）
単位：回研究開発成果の発表会の回数

1 1 1 2 3 3(R4)

目標設定の考え方：地域に開かれた学校づくりを目指す。

b

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、高等学校において設定した活動指標）
単位：回校外に向けてイベントなどで学びを発表する回数

3 3 3 8 10 10(R4)

目標設定の考え方：研究開発の成果を広く校外に発信をする。

b

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、高等学校において設定した活動指標）
単位：％「食」、「福祉」等に関する各種コンテストに参加した生徒の割合

100 100 100 100 100 100(R4)

目標設定の考え方：生徒の学びの到達度を測る。

c

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：％地域のことが好きな生徒の割合

50

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値(令和4年度)

65 67 85 95 90(R4)

目標設定の考え方：地域に対する生徒の愛着度をはかる。

目標設定の考え方：研究開発の進捗状況をはかる。

b

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人協働に際し、地域と企業で人材が参画した人数

10 10 13 20 30

a

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回コンソーシアムの委員会の開催回数

0 0 2 4 4 4(R4)

30(R4)

目標設定の考え方：連携機関の充実度をはかる。

b

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人校内外の探究活動などの教育活動に協力した地域の方々の延べ人数

50 70 10 90

全校生徒数（人） 625 587 558 575 600

110 100以上(R4)

目標設定の考え方：地域連携の充実度をはかる。

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

本事業対象外生徒数 450 460 480

本事業対象生徒数 108 115 120



（５）学校設定科目に関する説明資料 

 

学校設定教科・科目を適用する学校の管理機関 兵庫県教育委員会 

学校設定教科・科目を設定する学校 兵庫県立佐用高等学校 

 
設定する学校設定教科・科目の内容 

教科・科目名 家庭・ヒューマンサービス、ヒューマンサービスⅡ 

単位数 ４単位（２学年 ２単位、３学年 ２単位） 

対象学科・学年 家政科・２学年、３学年 

必履修・選択の別 必履修 

設定する教科・科

目の内容 

地域との協働事業を実施するにあたり、①地元の特産品を使った商

品開発で地域活性化、②健康寿命を延ばすための地域福祉活動、③安

全・安心で災害に強い町づくりの三本柱を軸に研究開発をするために

は、佐用町の現状や地域住民の実態調査を行うことが必要である。 

具体的な内容としては、１学年の「総合的な探究の時間」で佐用町

の現状や課題に触れ、「生活産業基礎」で地域の求める人材を基にし

た生活産業分野の職業について学ぶ。 

２学年では、本科目において佐用町内の高齢者宅を中心に「高校生

訪問サービス」を開始し、生活状態を調査・分析し改善に向けての研

究を行う。また、県外の商品開発や健康寿命延伸、防災に取り組む自

治体を訪問し、実態調査と研修を行う。調査統計に関しては佐用町の

企画防災課や健康福祉課などの関連機関や、商品開発協働企業と連携

し、意見交換や実習を行う機会を多く持つことで専門家に助言を求め

る場を設け、生徒の学びを深化させる。また、県境という立地を生か

し隣県である岡山県や鳥取県も積極的な交流の場とし、情報の共有と

発信を行う。 

３学年では、特産物の開発商品や郷土料理の販売実習を行い、「高

校生訪問サービス」では高齢者宅で実際の生活改善指導を行う。さら

に、調査研究・開発内容を発表する場を設けるなどして、広く発信す

る機会を設ける。 

新学習指導要領の理念である「社会に開かれた教育課程」を実現す

るために、研究・開発した内容を地域に還元することにより、生徒の

学びを周知する機会とする。２・３学年では「課題研究」「フードデザ

イン」とカリキュラムの横断的なつながりをもたせる。 

その他 

特記事項 

地域とより関わることを目的として設定する科目であり、実技を中

心に展開することから、評価方法としては「何ができるようになった

か」ということを明確にするために、ルーブリック評価を用いる。ま

た、教員のみならず協働先の評価を取り入れる。 



 

学校設定教科・科目を適用する学校の管理機関 兵庫県教育委員会 

学校設定教科・科目を設定する学校 兵庫県立佐用高等学校 

 
設定する学校設定教科・科目の内容 

教科・科目名 家庭・フードスペシャリスト 

単位数 ２単位 

対象学科・学年 家政科・３学年 

必履修・選択の別 必履修 

設定する教科・科

目の内容 

本研究の主題では、「食」を通じて佐用風土（Sayo Food）を活用した

地域の活性化が目的の一つであり、地域の課題解決につなげる内容で

ある。構想で、①地元の特産品を使った商品開発を通した地域活性化、

②健康寿命を延ばすための地域福祉活動、③安全・安心で災害に強い町

づくりの三本柱を挙げており、１・２学年の「フードデザイン」で地域

食材を用いた献立作成や調理実習を行うことにより、基礎的な知識と

技術を習得し、発展的な学習につなげる。３学年でも「フードデザイ

ン」は履修予定であるが、既存教科としての中では限りがあることか

ら、差別化して設定した。 

具体的に本科目では特産品開発商品の利用方法や調理法、健康食や

保存食の開発やレシピ本発行、高校生カフェや郷土料理・保存食・高齢

者向け料理教室の開催など、より地域に根差し、地域との関わりを深化

させる内容である。また、１学年の「総合的な探究の時間」での県外で

の実地調査や２学年の「生活産業基礎」でのインターンシップ体験活動

や調査統計結果を生かし、佐用町と照らし合わせたﾃﾞｰﾀに基づく高齢

者の食生活改善の指針を佐用町に特化した内容でｵﾘｼﾞﾅﾙ化を図る。三

年間で生徒が学んだ高い技術と知識を広く共有するために、各種コン

テストに積極的に応募したり、研究発表の場を設けたりすることで情

報を発信する。 

さらに、健康寿命を食生活の面で支える内容を研究することで、「高

校生訪問サービス」の一環として、同じ学校設定科目である「ヒューマ

ンサービス」でのフィールドワークに活用する。将来的に介護や保育な

どの生活産業にまつわる職業でフードスペシャリストとして食分野で

活躍する人材の育成をする。 

その他 

特記事項 

地域と食をよりつなげることを目的として設定する科目であり、評

価方法としてはポートフォリオなども積極的に活用する。校内のみな

らず外部からの評価も取り入れる。 
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３ 研究開発の内容 

 

本研究は「食」を中心に、①特産物による商品開発、②健康寿命の延伸、③安心・安全な町づくりの 3

つの研究テーマをもとに、（１）地域との連携の推進による生徒の資質・能力を育成、（２）生徒が

主体的な学びをするための指導方法の工夫、（３）指導に生かす評価の研究、の 3 つの研究開発を

行い、系統立てた学びを確立し、家庭に関するプロフェッショナル人材を育成する。その中で地域と協

働するために履修科目の新規充実を図り、学校設定科目の活用でカリキュラム・マネジメントを行い、生

徒の学びと地域課題の解決につなげる。 

 

（１）地域との連携の推進による生徒の資質・能力を育成 

ア 仮説 

  「食」における探究活動では、地域と連携した取組を行うことで、地域の問題等に対する具体的な

視点を持ち、ふるさと意識の醸成と課題解決のための目的意識がしっかり認識された探究活動となる。

さらに専門機関との連携により、探究内容を深め、効果を上げることができる。また、校外の活動を通

して、コミュニケーション能力を育成すると共に、研究成果を広報することで情報発信力を身につける

ことができる。 

育成できる力： 

課題発見・解決力、調理技術、コミュニケーション能力、調査・分析力、ふるさと貢献意識、ボランティア精

神、企画力、情報発信力、プレゼンテーション能力 

 

①課題発見・解決力 

地域の課題を発見し、生徒がグループワークなどを行うことで解決に向けた事業やツールを考えだす力

を身に付ける。 

②調理技術 

商品開発での試作や、地域でのカフェやレストランで提供したりすることで調理技術が向上する。 

③コミュニケーション能力 

外部講師を招いて会議を行ったり、生徒同士で話し合いやグループワークを行ったり、地域の福祉施設

訪問や小学校での出前授業を通じてコミュニケーション能力を身に付ける。 

④調査・分析力 

地域住民に対して聞き取りや適切なアンケートを作成することで調査を行い、分析し解決する力を養う。 

⑤ふるさと貢献意識 

地域に根差した活動を行い特産品や現状を知ることで、地元に対する愛着を持つことができる。 

⑥ボランティア精神 

地域の課題をじぶんごととして捉える中で、地域交流を行うことで貢献意識が芽生える。 

⑦企画力 

地域課題解決に向けたイベントや行事を計画し、外部との協働で実施する力を身に付ける。 

⑧情報発信力 

SNS や広報誌、地域イベントで取組を広めることで、的確な情報発信力を身に付ける。 

⑨プレゼンテーション能力 

成果発表会や地域イベントで取組を発表することで、プレゼンテーション能力を身に付ける。 



イ 活動実績 

【佐用の特産品を活用～特産品での商品開発～】 

 

１ テーマ設定の理由 

佐用町は清流千種川の良質な水、寒暖差のある気候、豊かな土壌により夢茜トマトや佐用もち

大豆など魅力的な特産品が数多く生産されており、それらを「佐用風土（Sayo Food）」としてブ

ランド化している。町と連携している「佐用風土（Sayo Food）」を使った商品開発に取り組むこ

とを通して、地域資源を活用し地域活性化に貢献する。そして、特産品を使用した商品開発に取

り組み、事業を通じて伝統料理・保存食へと発展させ、生徒の学びと地域課題の解決につなげる。 

 

２ 目標 

・地元の特産品を使った商品開発を通して地域活性化に参画できる人材の育成。 

・現在、産官学協働で地元特産品を使った商品開発に取り組んでいるが、さらに上級学校との連

携で、地域資源を活用した地域活性化に主体的に取り組む生徒を育成する。 

 

【カリキュラムの構成】 

商品開発におけるカリキュラムの構成と生徒が身に付ける力の概要図を次ページに示した。 

 



 

【食に通じた、佐用を支えるプロフェッショナル人材の育成】 

～佐用の特産品（佐用もち大豆・夢茜トマト）を活用～ 

商品開発・マーケティング 

 

学年 付けたい力 科 目 内 容 

３年 

【探究発展力】 

〇企画力 

〇情報発信力 

〇課題発見・解決力 

〇コミュニケーショ

ン能力 

〇表現力 

〇プレゼンテーショ

ン能力 

〇ふるさと意識 

○調理技術 

フードスペシャ

リスト 

〇「高校生カフェ」の実施 

 （瓜生原・グラミンカ・ママプラザ・モデル地区） 

→特産品・開発商品を活用したオリジナル料理の提供 

課題研究 

〇「レシピ本」の発行・配布 

 →特産品・開発商品を使ったレシピの開発 

  外部講師による指導・助言 

フードデザイン 
〇特産品を取り入れた調理実習 

〇各種コンテストへの応募 

 

２年 

【探究実践力】 

〇企画力 

〇表現力 

〇プレゼンテーショ

ン能力 

〇コミュニケーショ

ン能力 

〇ふるさと意識 

○調理技術 

課題研究 

〇特産品を使った商品開発 

 →企業や役場との連携 

  商品開発について発表会・商品販売の実施 

〇佐用町、隣接県への情報発信 

 →開発レシピを佐用チャンネル・広報誌で発信 

ヒューマンサー

ビス 
〇隣接県で調査（特産品を活用した商品） 

フードデザイン 

〇伝統料理の研究（いずみ会） 

○開発商品を使ったレシピの考案 

〇生徒による小学生・高齢者向け食育教室開催 

 →特産品・開発商品を使ったレシピ 

○保存食開発 

〇特産品を取り入れた調理実習 

〇各種コンテストへの応募 

 

１年 

【探究基礎力】 

〇ふるさと意識 

〇表現力 

〇プレゼンテーショ

ン能力 

○知識力 

総合的な探究の

時間 

〇役場による特別授業 

 →佐用町の特産品を知る 

○佐用町についての調べ学習・発表 

フードデザイン 

〇食に関する基礎知識と技術の習得 

〇幼児向け食育活動 

〇各種コンテストへの応募 

生活産業基礎 〇商品企画開発におけるプロセス学習 

 



３ 実施内容 

(1)特産品を使った商品開発 

●目的 

佐用町の特産品を使った商品開発を行い、食を通じて地域の活性化に貢献する。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  企画力・プレゼンテーション能力・コミュニケーション能力・ふるさと意識・調理技術 

 

①商品開発について 

日 時 令和３年５月～令和４年２月 

対 象 課題研究（家政科 第２学年 食物コース選択者 １２名） 

内 容  

○実施概要 

令和３年 ５月 
商品開発に関する講習会 

第１回、第２回商品開発会議 

令和３年 ６月 第３回商品開発会議 

令和３年 ９月 第４回商品開発会議 

令和３年１０月 第５回、第６回商品開発会議 

令和３年１１月 
第７回商品開発会議 

開発商品完成 発表会・販売会 

令和３年１２月 第８回商品開発会議 

令和４年 ２月 課題研究発表会 

今年度は、「佐用町の特産品×災害備蓄食」をテーマに外部から佐用町の職員、地域の栄養

士、トマトやもち大豆の生産者、食品会社の方々に毎月来校いただき、会議を開いた。会議

での意見を参考に、試作を繰り返し、商品開発を行った。 

 

②商品開発に関する講習会 

商品開発を行うにあたり、協働先の方々に事前に商品開発に関する講習会を行っていただき、

商品開発に必要な知識の習得を行った。 

【内容】佐用の水害について 

佐用の特産品について 

     夢茜トマトについて 

     災害備蓄食について 

  ○生徒の感想 

・特産品を PRするために、様々な取組が行われていることが分かった。 

・生産者の方々が品質の良いものに仕上げるために、努力をされていることが分かった。 

・佐用町に住んでいても、まだまた知らないことがたくさんあって驚いた。 

・学んだことをもとに、佐用町の皆様に喜んでいただけるような商品を開発していきたい。 

・佐用町以外の方にも佐用町の魅力を伝えられるような商品を開発したい。 

 

商品開発会議 



  

商品開発に関する講習会 開発商品の決定 

 

③開発商品の決定 

今年度は、「佐用の特産品×災害備蓄食」をテーマに協働先の方々と、ＫＪ法により付箋を使

って、自由にアイデアを出し合い、開発商品の決定を行った。たくさん出た意見の中から、備

蓄食に適した商品を考え、トマトソースとトマトカレーに決定した。 

 

④開発商品 

トマトソース 

いろいろな料理に活用でき、どんな世代の人でも食べやすいということから、開発した。試

作・試食を重ね、人参はおろし金でおろしたり、うま味を足すために昆布だしを使用したりす

るなど改善を行い、レシピを決定した。 

トマトカレー 

幅広い世代の方に好まれ、温めるだけですぐ食べられるということから、開発した。「夢茜ト

マト」をたくさん入れ、トマトの酸味やうま味を出した。また、佐用町の特産品である佐用も

ち大豆も入れた。会議で、うま味が足りないという意見が出され、昆布だしを使用した。ラベ

ルは、生徒が考えたものを基に企業の方に３案作っていただき、その中から決定した。 

  

試作調理 完成商品 

 

⑤開発商品発表会・販売会 「姫音祭」 

日 時 令和３年１１月２８日（日） 

場 所 イーグレひめじ ２階 「しろみエール」 



内 容  

○実施概要 

生徒による主体的な企画運営を促し、情報発信力とコミュニケーション能力を養うことを

目的とし「姫音祭」において、今年度の開発商品「トマトソース」と「トマトカレー」の発表

会と販売会を実施し、成果の披露と地域との交流を行った。また、ステージで PR 活動を行う

ことで、佐用町以外の方にも佐用町の特産品や開発商品を知っていただく良い機会となった。 

○生徒の感想 

・自分が声をかけた方がお店に買いに来てくださり、うれしかった。 

・大きなイベントで不安だったが、接客や商品の説明をすることができて良かった。 

・初めてのことばかりで緊張したが、多くの人に買っていただきとても良い経験ができた。 

 

⑥今年度の商品開発について協働先の方々からの感想 

・お客様とコミュニケーションをとって販売している様子を見て、頼もしく見えた。 

・商品開発を通して、地域と学校がお互いに連携でき、地域貢献にもつながっている。 

・自分たちで考えて、自主的に取り組んでいた。 

 

○生徒の感想（商品開発を行って） 

・協働先の方々と一緒に開発を行って、たくさんのアドバイスをいただくことで、完成度の

高い商品を作ることができて良かった。 

・何回も試作・試食を繰り返し、話し合いを行い、一から商品を考えることは、大変だった

が、出来上がった商品を見ると、大きな達成感を感じることができた。 

・話し合いや販売・接客をすることで、コミュニケーション能力を高めることができた。 

・商品開発を行って、作り上げる大変さと楽しさ、協力することの大切さを知った。 

  ・商品開発を通して、地域に貢献することができた。 

 

(2)特産品・開発商品を使ったレシピ開発 

●目的 

佐用の特産品を使った献立を開発し、地元の人に提供することで地域に貢献する。 

  

チラシ配布の様子 販売・接客 



●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

   企画力・プレゼンテーション能力・コミュニケーション能力・ふるさと意識・調理技術 

 

①地産地消のお弁当製作について 

期 間 令和３年９月～令和３年１１月 

対 象 課題研究（家政科 第３学年 食物コース選択者 １５名） 

内 容  

○実施概要 

９月  お弁当・焼き菓子の考案、試作 

１０月  試食会、改善、レシピ決定 

１１月  高校生カフェ本番 

 

９月より、特産品を使った献立の研究・開発を始めた。オリジナル弁当の献立の考案や、 

ブルーベリージャムと夢茜トマトジャムを使ったマドレーヌの開発を進めた。何度も試作を

繰り返し、試食会を行った。試食会の意見を参考に改善し、お弁当とマドレーヌを完成させ、

１１月に「高校生カフェ」を実施した。 

【使用した特産品】 

さよ姫ポーク 三日月豆腐  鹿肉  もち大豆みそ  ブルーベリー 

    夢茜トマト  たつ乃屋醤油 

 

②地産地消献立のお弁当試食会 

日 時 令和３年１０月２５日（月） 

場 所 本校 第一食物室 

内 容   

○実施概要 

生徒が考案した佐用町の特産品を使用した献立をもとに作ったお弁当の試食会を行い、佐

用町役場や企業の方、平福まちづくり協議会、日本調理製菓専門学校の水野先生などからご

意見をいただき、レシピの改善を行った。 

【お弁当献立】 

   ・さよ姫ポークの生姜焼き    ・もち大豆みそのナムル 

   ・鹿肉ハンバーグ        ・ほうれん草の白和え 

  ・筑前煮            ・さつまいもご飯 

 ・だし巻き卵          ・きのこの炊き込みご飯 

  ・夢茜トマト          ・季節の果物 

   ・夢茜トマトジャム＆ブルーベリージャムのマドレーヌ 



【改善点（一部）】 

 鹿肉ハンバーグ 

トマトベースが合うので、ソースに入れるケチャップ

の分量を増やした。 

もち大豆みそのナムル 

 お弁当全体に変化が出るので、酢を入れた。 

 

 試食会 

③高校生カフェ in平福「瓜生原」 

日 時 令和３年１１月１３日（土） 

場 所 お休み処 瓜生原 

内 容  

○実施概要 

特産品・開発商品を使った献立を開発し、お弁当や焼き菓子を提供することで地域の活性化へ

とつなげることを目的として取り組んだ。また、地元の飲食店を使用させていただくことにより

地域の方々とのつながりを大切にし、対話的で深い学びに結びついた。 

  

お弁当調理 接客の様子 

  

オリジナル弁当と焼き菓子 家政科 学びの展示 

家政科生徒によるカフェの実施 

  地域の特産品などを使用したオリジナル弁当の提供、焼き菓子の販売 

家政科 学びの展示 

家政科、地域協働事業活動パネル、皆田和紙衣装の展示 

  ファッションショーの映像披露 



○生徒の感想 

・コロナの影響でカフェの実施ができるか不安でしたが、無事に開催することができて、と

てもうれしかった。 

・佐用町の特産品を使ったことで、佐用町以外の方に特産品を PR できた。 

・お弁当を食べて「おいしい」と言っていただき、地域の皆様にも満足していただけるお弁

当が作れた。 

・たくさんのお客様にお弁当を食べていただき、「ありがとう」と直接言ってもらえたことで、

大きな達成感を感じた。 

・カフェを通して、地域の方との交流を深めることができて、良かった。 

 

④「高校生カフェ」に向けた講習会 

日 時 令和３年１１月１０日（水） 

場 所 日本調理製菓専門学校 

対 象 フードデザイン（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容  

○実施概要 

次年度、実施する「高校生カフェ」「高校生レストラン」に向けて、大量調理についての知

識や技術を身につけることを目的とし、講義を受け、ワンプレートランチの実習を行った。

また、実際にカフェスペースで接客体験を行い、接客をする上での注意点やポイントなどに

ついて理解を深めることができた。ポップの作り方も教えていただき、今回の講習会で学ん

だことを次年度に活かしたい。 

  

大量調理の実習 接客体験 

○生徒の感想 

 ・お客様に食べていただくものには、手早さやきれいさが大事だということが分かった。 

 ・「高校生カフェ」を体験して楽しかった。今回学んだことを次に活かしたいと思った。 

 

(3)食改善レシピ考案 

●目的 

高齢者の栄養と食生活の特徴を考え、「高校生訪問サービス」でのアンケート調査を参考に  

食改善レシピの考案を行う。 

 



●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  課題発見・解決能力・表現力 

①食改善レシピについて 

日 時 令和３年１０月～令和４年１月 

対 象 ヒューマンサービス（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容  

○実施概要 

高齢期に不足しがちな栄養素を取り入れ、アンケート調査を参考に、高齢者向けの食改善

レシピの考案を行った。佐用町の特産品なども使い、高齢者が食べやすいように工夫した。 

 

(4)食育活動 

 ●目的 

食育をテーマにしたおもちゃを用いて食育活動を行うことで、幼児に食に関する興味・関  

心を引き出すとともに、食の大切さを伝える。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

企画力・プレゼンテーション能力・コミュニケーション能力・ボランティア精神 

 

①ふれあい育児体験 

日 時 令和３年１２月２１日（火） 

場 所 佐用町立佐用保育園 

対 象 子どもの発達と保育（家政科 第３学年 ３５名） 

内 容  

○実施概要  

幼児に遊びを通して食べ物に興味・関心をもち、食の大切さを知ってもらうことを目的に 

食育おもちゃの製作を行った。コロナ禍での交流のため、おもちゃの数を増やし少人数で遊

べるよう工夫をした。 

  

食育おもちゃ（ままごと） 食育活動 

○生徒の感想 

・子どもたちに何を作ったら、食べ物に興味を持ってもらえるのかを考えるが難しかった。 

・普段、子どもと関わることがないので、不安だったが、子どもたちが元気にあいさつをし

てくれたので、緊張せずに交流できた。 



・自分たちが作ったおもちゃに想像以上に興味を持ってくれ、楽しそうに遊んでくれている

様子をみて、うれしく思った。 

 

②食育おもちゃ製作 

日 時 令和４年１月～令和４年２月 

対 象 フードデザイン（家政科 第１学年 ２５名） 

内 容  

○実施概要 

 佐用町立利神保育園の園児たちと特産品を使った「ふれあいクッキング」を行う予定であ 

ったが、コロナ禍のため実施できなかったので、食育おもちゃ製作を行った。後日、保育園 

へ訪問しおもちゃを寄贈させていただいた。少人数の訪問だったが、直接おもちゃを渡せた 

ことで、達成感を感じることができた。 

 

○生徒の感想 

   ・交流ができなくて残念だったが、製作したおもちゃで遊ぶことで、食べものについて興

味を持ってもらいたい。 

   ・子どもたちにも分かるような絵や文を考えるのが難しかった。 

  

食育おもちゃ（カルタ） 保育園訪問 

 

４ 成果 

(1)特産品を使った商品開発 

・開発商品に関する講習会や試作を行うことにより、商品開発に関する知識と技術を身につけ

ることができた。 

・協働先の方々と商品開発を行うことで、生徒のコミュニケーション能力の向上や課題発見・

解決能力を養うことにもつながっている。 

・開発商品の販売会では、佐用町以外の方にも情報発信をすることができた。 

・グループ活動や商品販売、商品の PRをすることで生徒のプレゼンテーション能力やコミュニ

ケーション能力の向上につながった。 

・生徒たちがアイデアを出して商品化し、販売まで体験することで、商品開発の難しさや大き

な達成感を感じることができた。 



・特産品を使って商品開発を行うことでふるさと意識も高くなった。 

(2)特産品・開発商品を使ったレシピ開発 

 ・お弁当製作を行うことにより、大量調理に関する知識と技術を身につけることができた。 

・特産品を使ったお弁当を製作し販売することにより、ふるさと意識が強まった。 

・お弁当の献立やカフェの内容を考えることにより、企画力の向上につながった。 

・直接、お客様や地域の方々に言葉をかけていただいたことで、大きな達成感を感じることが

できた。 

・グループ活動やお弁当・焼き菓子販売、接客をすることで生徒のプレゼンテーション能力や

コミュニケーション能力が向上した。 

・特産品を使ったお弁当を提供することで、地域の方々と交流することができ、地域貢献につ 

ながった。 

・来年度に向けて、大量調理や接客に関する知識と技術を習得することができた。 

(3)食改善レシピ考案 

・高齢者向けの食改善レシピの考案を行うことで、課題発見・解決能力、企画力の向上につな

がった。 

 ・インターネットでのレシピ検索などにより、情報収集力が身についた。 

(4)食育活動 

・おもちゃを製作することにより、食育に関する課題発見・解決力、表現力が身についた。 

・コロナ禍のため、人数を制限しての訪問だったが、実際に園児たちと交流させていただき、

コミュニケーション能力を身に付ける良い機会となった。 

・子どもと接する機会が減少してきている中、直接ふれあうことにより、幼児に対する理解を

深めることができた。 

(5)各種コンテストへの応募 

 ・佐用もち大豆料理コンテスト ４名入賞 

 ・第２４回あけてニッコリ！！わくわくお弁当コンテスト 

 ・第５２回全国高校生料理コンクール 

 

５ 課題 

(1)特産品を使った商品開発 

 ・販売会の際に、佐用の特産品などについてのアンケート調査を行い、商品開発に 

活かしたい。 

・生徒が開発した商品を、定期的に商品化し販売できるようにしたい。 

(2)特産品・開発商品を使ったレシピ開発 

 ・特産品を使った子ども向けのメニューを開発していきたい。 

・今年度はコロナ禍のため、子育て世帯との交流が難しかったので、活動が制限される中でも

生徒が主体的に地域に出向き活動ができるよう支援を行い、より地域との連携を深めていく。 

(3)食改善レシピ考案 

・次年度に向けて、試作・試食・改善を行い、食改善レシピを完成させていく。 

 ・食改善レシピ本の発行に向けて、生徒が主体的に計画を立て、実施できるよう支援を行って



いく。 

(4)食育活動 

 ・コロナ禍に対応した食育おもちゃを考える。 

・活動が制限される中で生徒が主体的に行える交流の方法を考えていく。 

(5)各種コンテストへの応募 

 ・コロナ感染防止に配慮しながら、調理実習を行い、調理に関する知識と技術の向上を目指す。 

 

６ 次年度に向けて 

(1)特産品を用いた商品開発 

昨年度に引き続き、外部の佐用町の職員、地域の栄養士、トマトやもち大豆の生産者、食品会

社の方々と協働で行う。 

(2)特産品や開発商品を使ったレシピを考案し、オリジナル料理の提供 

「高校生カフェ」「高校生レストラン」でオリジナル料理を提供し、地域の方々とより広く深く

交流を重ねていく。また、佐用町社会福祉協議会との協働で、地域の特産品や農業科学科の農産

物を用いた献立の開発を行い、「給食サービスボランティア」で提供する。また、特産品を使った

子ども向けのメニューを考案する。 

(3)特産品や開発商品を使ったレシピ本の作成 

特産品や開発商品の利用方法や調理法の研究を行う。 

(4)多世代向けの食育活動 

地域の小学生や高齢者に向けた食育教室の開催を行う。 

 

次年度、これらのことを実施することにより生徒のふるさと意識をより深め、課題発見・解決

力、企画力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力、情報発信力、調理技術を身に

つけ、「主体的・対話的で深い学び」につながる体験活動・探究活動に取り組んでいく。そして、

学んだことを地域へ還元し、地域の課題解決につなげていく。 



【佐用で暮らす人を守る～健康寿命の延伸～】 

 

１ テーマ設定の理由 

佐用町は、老年人口率 40％（全国平均の 1.5 倍）であり、少子高齢化・人口減少など中山間地

域における様々な課題を抱えている。高齢者が充実した暮らしのできる町づくりを目指し、「高校

生訪問サービス」等の実習や探究活動を通して健康寿命延伸に向けた提言・実践を行い、その推

進に取り組む。また、地域住民の生活状況等を分析・考察し、積極的に地域福祉に参画し活力あ

る町づくりに取り組む。 

 

２ 目標 

・高齢者向けレシピの考案、体力作り啓発活動、食生活・食育指導など健康寿命を延ばすための

取組を通して、地域福祉に貢献できる生徒を育成する。 

・「高校生訪問サービス」等の取組を通して、生徒にボランティア精神・コミュニケーション能力

等を身に付けさせ、地域福祉活動への積極的な参画をはかり、地域活性化を実現する。 

 

【カリキュラムの構成】 

健康寿命延伸におけるカリキュラムの構成と生徒が身に付ける力の概要図を次ページに示した。 



 

 

【食に通じた佐用を支えるプロフェッショナル人材の育成】 

～佐用で暮らす人を守る～ 

高齢者食生活調査・食改善レシピ開発 

 

学年 付けたい力 科目 内容 

3年 

【探究発展力】 

○企画力 

○コミュニケーション能力 

○実践力 

○情報発信力 

○プレゼンテーション能力 

○ボランティア精神 

ヒューマン 

サービス 

○食改善レシピのまとめ 

○「高校生訪問サービス」実施 

→食改善レシピ、生活改善体操など 

○モデル地区（佐用町）の研究発表 

○佐用町・隣接県への情報発信 

課題研究 ○2年生に美作市スポーツ医療専門学校での学習を伝授 

 

2年 

【探究実践力】 

○調査・分析力 

○課題発見・解決力 

○情報発信力 

○企画力 

ヒューマン 

サービス 

○モデル地区（佐用町）の実態調査 

○隣接県（岡山県、鳥取県）の類似地区の実態調査 

  →モデル地区（佐用町）と比較 

○「高校生訪問サービス」に向けた計画 

  →生活改善指導内容を考案 

○「給食サービスボランティア」実施 

→高齢者向け献立 

生活と福祉 

○福祉の基礎学習 

○認知症サポーターの資格取得 

○高齢者の生活と食に関する講演会（役場職員） 

○3年生から美作市スポーツ医療専門学校での学習を学ぶ 

○美作市スポーツ医療専門学校による特別授業 

→生活改善体操の考案、佐用チャンネルで発信 

生活産業 

基礎 

○インターンシップ実施 

  →地域の実態に合わせた職業の把握 

課題研究 
○グラミンカによる特別授業 

→地域活性化の取り組みを学ぶ 

フード 

デザイン 

○食改善レシピの考案 

→高齢者向け献立、特産品使用 

 

1年 

【探究基礎力】 

○知識力 

○プレゼンテーション能力 

○表現力 

○ふるさと意識 

生活産業 

基礎 

○消費者ニーズ・商品企画に関する学習 

○職業についての調べ学習・発表 

総合的な 

探究の時間 

○佐用町に関する講演会（役場職員） 

○佐用町についての調べ学習・発表 

○モデル地区（佐用町）の実態調査計画 

 



３ 実施内容 

(1)専門的知識・技術の習得 

●目的 

上級学校や地域から講義をとおしてより専門的な知識を習得し、生徒の深い学びにつなげる。

また、「給食サービスボランティア」や「高校生訪問サービス」を実践していくにあたって生徒

の主体性を促す。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  基礎的知識・技術、調査・分析力、課題発見・解決力 

 

①佐用町の高齢者について知る 

日 時  令和３年６月２３日（水）５、６限目 

場 所  本校保育大教室 

対 象  ヒューマンサービス（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

 ○実施概要 

佐用町役場の高年介護課から講師を招き、佐用町の高齢者の現状について講義を実施した。

活動にあたって現状を知ることで、地域に寄り添った活動に取り組めるようになることを目

的とした。また、地域包括支援センターの役割やケアマネージャーや保健師などの専門職の仕

事内容を聞くことで、職業に関する考えも深めた。講義内容は以下の通りである。 

①佐用町の高齢者の現状や健康寿命の延伸に向けた取組について 

②給食サービスボランティアのお弁当献立を考えるポイント 

③いきいき百歳体操体験 

 

佐用町の現状について 

 

いきいき百歳体操体験 

○生徒の感想 

・１年生の時から佐用町の高齢化率について学んできたつもりでしたが、全然知らないこと

ばかりで、水根という小さな佐用の集落が佐用町で最も高齢化率が高く、人口４名の高齢

化率なんと１００％でした。知っているようで知らないことが多く勉強になりました。 

・高齢者の方々にちょっとでも喜んでもらえるような取組を今後もやっていきたいなとこの

講義を聞いて改めて思いました。 

・平均寿命、健康寿命が近いと自立して生活できる期間も長くなることを知って、改めて三

本柱にある健康寿命を延ばすことの大切さを知ることができた。 

②３年生特別講義 



日 時  令和３年７月１５日（木）１限目 

場 所  本校保育大教室 

対 象  課題研究（介護）（家政科 第３学年 介護コース選択者５名） 

生活と福祉（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

  ○実施概要 

   今年度も美作市スポーツ医療看護専門学校で校外学習を実施する予定を立て、校外学習の

内容を昨年度よりも深めるために、３年生から昨年度の校外学習で学んだ知識を２年生に教

える特別講義を実施した。実際に体験した３年生から生の声を聞くことによって、２年生が

より興味関心を持って校外学習に臨むことをねらいとした。また、３年生のコミュニケーシ

ョン能力の向上や責任感、知識の定着も目的とした。特別講義に向けて講義のパワーポイン

トやプリントを作成し、人に教える立場を経験することで、学びなおしの機会となった。 

 

③校外学習 

日 時  第１回 令和３年 ７月１６日（金） 

       第２回 令和３年１２月 ９日（木） 

第３回 令和３年 ３月１７日（木） 

場 所  美作市スポーツ医療看護専門学校 

対 象  生活と福祉（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

○実施概要 

   ３回にわたって協働先である美作市スポーツ医療看護専門学校に訪問し、講習会を実施し

た。介護福祉の専門的な知識と実技について学び、福祉分野についての知見を広げ地域の求

める人材育成を目指す。実施内容は下記の通りである。 

第１回：地域協働事業活動「健康寿命の延伸」「介護福祉」についての講義と実技 

第２回：専門学校の設備を使用した介護実習 

第３回：家庭看護の観点からの介護講義と実技 

 

 
ポスターセッション 

 
レクリエーション 

 
視覚障害体験と補助方法 



 
注射体験 

 
ベッドメイキング体験 

 
介護体験 

○生徒の感想 

・人と会話をする中で相づちなどのコミュニケーションをとることはとても大切なんだなと

思いました。 

・寝たきりの方が同じ姿勢で動かずにいると褥瘡（床ずれ）が起きてしまうという事にとて

も驚き、どれだけ動けることが健康につながるという事を実技の練習を通して学べて、と

ても福祉の勉強になりました。 

・介護で大切なことは、自分でできることは自分でさせてできないことをお手伝いすること

で本人の能力の維持と向上につながり、何でもしてあげることは逆に負担になってしまう

ことを知って驚きました。 

 

④認知症サポーター養成講座受講 

日 時  令和３年１１月２４日（水）５、６限目 

場 所  本校保育大教室 

対 象  生活と福祉（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

 ○実施概要 

   佐用町役場の高年介護課に協力依頼し、本校で２年生を対象に認知症サポーター養成講座

を開催していただいた。認知症サポーターの資格を得ることはもちろん、症状の知識を得る

ことで、地域の実践活動におけるコミュニケーション能力の向上も目的とした。認知症サポ

ーターの証としてオレンジリングを取得した。 

 

 
講座の様子 

 
実演による説明 

 
オレンジリング 

 

(2)高校生訪問サービスの実施 

●目的 

生徒が直接高齢者宅を訪問し地域住民と関わることで、コミュニケーション能力を向上させ、



課題発見・解決能力やふるさと貢献意識を身につけ、主体的・対話的な学びにつなげる。また、

生活改善に向けての提言を行うことで、地域住民の健康寿命の延伸に貢献する。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  企画力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、ボランティア精神 

 

①実施 

日 時  第１回 Ａ班 令和３年 ９月２４日（金）１０：５５～１２：４５ 

Ｂ班 令和３年 ９月２７日（月）１３：３０～１５：２０ 

       第２回 Ａ班 令和３年１１月１９日（金）１０：５５～１２：４５ 

Ｂ班 令和３年１１月１５日（月）１３：３０～１５：２０ 

       第３回 Ａ班 令和４年 １月１４日（金）１０：５５～１２：４５ 

Ｂ班 令和４年 １月１７日（月）１３：３０～１５：２０ 

場 所  佐用町内の高齢者世帯 

対 象  ヒューマンサービス（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

○実施概要 

   佐用町内の１０世帯の高齢者宅に依頼し、各回Ａ、Ｂ班に分かれて２日間実施する。各班

５世帯ずつ、生徒２名で訪問する。訪問前と訪問後には生徒のアンケートを実施し、意識変

化の確認を行う。同じ世帯に同じ生徒が訪問することが難しいため、訪問後は生徒間で訪問

サービスの振り返りと引き継ぎを行い、継続的な交流を意識できるようにする。 

○実施計画 

実施時期 内容 

９月 

訪問サービスの意義、仮説を立てる 

訪問サービスの内容を考え、準備に取り組む 

第１回訪問サービス実施（事前事後アンケート） 

訪問サービス振り返り、引き継ぎ 

１０月 訪問サービスの準備 

１１月 
第２回訪問サービス実施（事前事後アンケート） 

訪問サービスの振り返り、引き継ぎ 

１２月 訪問サービスの準備 

 １月 

第３回訪問サービス実施（事前事後アンケート） 

訪問サービスの振り返り 

お礼の手紙書き 

○協力先 

   佐用町社会福祉協議会 

○注意点 

   マスク・消毒・フェイスシールドの徹底や、三密に配慮した感染対策を行う。 

 



②仮説 

対 象  ヒューマンサービス（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

 ○実施概要 

   訪問サービス実施前に佐用町で訪問サービスを行うことの意義を考え、仮説を立てるグル

ープワークに取り組んだ。仮説を立てることで活動の目的や目標を明確にするとともに課題

解決力を身に付ける。生徒が立てた仮説は以下の通りである。 

・高齢者の生活について学習できる。 

・コミュニケーションをとることで楽しみが増え、お互いが元気になる。 

・普段の生活の悩みなどを聞いて高齢者の方の気持ちが楽になる、笑顔が増える。 

・地域全体の活性化。 

 

③準備と実施 

対 象  ヒューマンサービス（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

 ○実施概要 

   訪問サービスでどのような交流を行うか仮説にそって内容を検討した。昨年度に当該学年

が作成した生活実態調査アンケートも活用し、高齢者の方の生活や趣味にも寄り添った内容

になるよう各グループでレクリエーションやプレゼントの準備に取り組んだ。実施した内容

と訪問の様子は以下の通りである。 

実施回 内容 

第１回 

（９月） 

アンケートで日常や食生活、防災などについて聞き取り調査を行い、高齢

者の方の生活実態を知る。また、自作したポケットティッシュケースと農

業科学科の卵をプレゼントした。 

第２回 

（１１月） 

１回目の訪問を参考に、各グループで実態に合った内容を考えてレクリエ

ーションを実施した。食生活に関するクイズを考えて一緒にしたり、趣味

である俳句を教えていただいたりした。 

第３回 

（１月） 

生活改善に向けての提案として、健康体操を実践した。訪問後も実践でき

るよう健康体操の説明書と手作りのカレンダーをプレゼントした。また、

活動の振り返りとして訪問サービスの感想をアンケート形式で聞いた。 

 

 
第１回 生活実態調査 

 
第２回 レクリエーション 

 
第３回 健康体操 



 

 
交流の様子 

 
健康体操説明書① 

 
健康体操説明書② 

 

④地域や生徒の反応 

○高校生訪問サービス 訪問宅最終アンケート結果 

Ｑ１、日程はどうでしたか。 

 

他の日程がよかった理由 

・季節が温かい時が良い。 

・１０月ぐらいは米の収穫とかぶる。 

・夏は忙しい。 

Ｑ２、回数はどうでしたか。 

 

違う回数のほうがよかった理由 

・少ない。 

・1 回でも多いほうが嬉しい。 

・もっとたくさん来てほしかった。 

Ｑ３、高校生の対応はどうでしたか。 

 

よかった理由 

・子供と話している感じでよかった。 

・筆談してもらえた。 

・上手に話をしてくれたから。 

・悪く思うことはなかった。 

・気軽に話せた。 

・笑顔がいい。 

Ｑ４、機会があればまた交流してみたいですか。 

 

はいと答えた理由 

・畑や花を一緒に見たいから。 

・みんなと話したいから。 

・話などをしていると楽しい。 

・色々と教えてほしいし教えてあげたい。 

・同じぐらいの年齢の人が少なくなった。 

・優しい対応をしてもらえた。 

その他 楽しかった、全部よかった、勉強になった、またあるといいと思う、笑顔になれた、 

来てくれるのがうれしかった、同じ年代の人が減ったので交流ができて楽しかった、 

若返った気持ちになった、訪問してもらえてありがたかった、ありがとうございます 

 



(3)給食サービスボランティアを通じた人とのふれあい 

●目的 

佐用町社会福祉協議会と協働で給食ボランティアに携わることにより、生徒が地元の方々や

高齢者とコミュニケーションを図り、地域の貢献に携わる。また、上級学校で大量調理につい

て学び、地域で献立作成から調理までの実践活動を行うことで調理技術の向上を目指す。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  課題発見・解決力、ボランティア精神、調理技術 

 

①知識・技術の習得 

日 時  令和３年１０月６日（水） 

場 所  日本調理製菓専門学校 

対 象  フードデザイン（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

  ○実施概要 

 日本調理製菓専門学校との協働による大量調理の校外学習を実施した。給食サービスボラ

ンティアに向けて大量調理の技術を習得することを目的に行った。献立ごとにグループに分

かれて本格的な機械も使用して調理を行い、約４０食のお弁当を製作した。また、高齢者に

好まれる献立や衛生管理についても講義をしていただいた。以下は研修の内容と、研修風景

である。 

①講義（大量調理の注意点、衛生管理、実習手順説明） 

②調理実習（天ぷら、ひじきの煮物、鶏の照り焼き、ブロッコリー、味付け卵、酢の物） 

③試食、片付け、まとめ 

 
実習の様子① 

 
実習の様子② 

 
お弁当 

○生徒の感想 

  ・給食ボランティアを行ったことがないので、今回の講義でとても勉強になりました。給食

や病院ではきゅうりもゆでて消毒すると聞いて驚きました。 

  ・衛生面には特に気を遣い、生ものを使わない、熱湯消毒をするなど普段はしないことをた

くさんしました。私はすでに給食ボランティアを行いましたが、ここまでのことはしなか

ったので新しい発見でした。 

②献立作成 

対 象  フードデザイン（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 



  ○実施概要 

担当回を決め、グループに分かれて献立の作成を行った。以下の条件を提示し、タブレッ

トなど情報機器も活用しながら献立を考案した。献立は実施日の一か月前までに管理栄養士

の方にチェックしていただき、社会福祉協議会とやりとりを行いながら決定した。 

条件 

①右の配置図で献立を考えること（生もの NG） 

・ご飯（上に何かを振りかける程度で考える） 

 ・主菜（メイン料理、肉か魚を使う） 

・副菜（煮物、炒め物など） 

・副々菜（あえ物など） 

・果物（切ってそのまま入れれるもの） 

②旬の食材を取り入れる（実施日に合わせる） 

③農業科学科の野菜を取り入れる 

④見た目のいろどりにも注目して献立を考える 

配置図 

 

 

③お品書き作成 

対 象  課題研究（情報）（家政科 第２学年 情報コース選択者７名） 

内 容 

  ○実施概要 

   昨年度までは社会福祉協議会に準備していただい

たお品書きに手書きのメッセージを添えていたが、

今年度は生徒がお品書きのデザインを一から行いデ

ジタルで作成した。手書きのメッセージやイラスト

を添えることは変えず、季節に合ったデザインを心

がけさせるようにした。（右図） 

 

④はがき作成 

対 象  ヒューマンサービス（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

  ○実施概要 

   これまではお弁当を届けるだけという一方向のサービス提供にとどまっていたが、人との

ふれあいにつながるような双方向での実施を考え、お弁当にはがきを添えて、感想などを記

入して返信していただく取組を実施した。はがきには、手書きのメッセージやイラストを添

えて温かみあるものになるよう工夫した。（右図） 

⑤調理 

対 象  ヒューマンサービス（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

  ○実施概要 

主菜 

 

果物 

副々菜 

副菜 

ご飯 



   佐用町社会福祉協議会と協働で調理指導をしていただきながらお弁当製作を行った。完成

したお弁当にお品書きをつけ、はがきを添えて各方面に配達していただいた。 

実施日 献立 食数 

第１回 令和３年 ６月２２日（火） 

ゆかりご飯、鮭のホイル焼き、ソーセージと

パプリカの炒め物、いんげんのごま和え、オ

レンジ 

６９食 

第２回 令和３年 ９月２１日（火） 

しらすご飯、豚肉と茄子のポン酢炒め、ポテ

トサラダ、ほうれん草のおひたし、梨、ぶど

う 

６４食 

第３回 令和３年１０月１２日（火） 
菜めしご飯、むね肉のカレーピカタ、さつま

いもの甘煮、ブロッコリーのマリネ、りんご 
６２食 

第４回 令和３年１１月１６日（火） 

さつまいもご飯、白身魚の梅マヨ焼き、玉ね

ぎと切り干し大根の煮物、パプリカのきん

ぴら、みかん 

６５食 

 

 
調理の様子 

 
第４回実施献立 

 
完成したお弁当 

⑥地域や生徒の反応 

○返信はがき 

   返信があったはがきは、担当生徒に感想を伝えたり、次回の献立の参考にしたりするため

に当該クラスで教室掲示を行った。返信数は以下の通りである。 

 第１回：３９通   第２回：３１通   第３回：３０通   第４回：３１通 

 

(4)ルーブリック評価作成 

●目的 

「指導と評価の一体化」を実現するためにルーブリック評価を活用し、ポートフォリオやレ

ポートを活用した評価の在り方を研究する。 

 

○実施内容 

  ヒューマンサービス（２年）でグループ活動やレポートに加え、「高校生訪問サービス」と

「給食サービスボランティア」の取組について生徒がルーブリック評価を作成し、毎時間授

業 について自己評価を行った。以下は作成した評価規準である。 

 



「給食サービスボランティア」 

観点 献立決め 調理 はがき・お品書き作成 

レベル

５ 

レベル４に加え、盛り付けや調

理法にオリジナルのある献立が

できた。 

レベル４に加え、味付け、見た

目、時間などに余裕をもって調

理ができた。 

文字やイラストを丁寧に書き、

周りの手本となるはがきを書く

ことができた。 

レベル

４ 

レベル３に加え、季節や地産地

消を考えた献立を立てることが

できた。 

レベル３に加え、作業をグルー

プで協力して進めることができ

た。 

文字を丁寧に書き、自分で考え

てイラストも記入した。 

レベル

３ 

栄養バランス、調理法、彩りに

偏りなく考えることができた。 

役割分担を行い、調理法も丁寧

にし、味、盛り付けは計画通り

の弁当ができた。 

文字やイラストを丁寧に書い

た。 

レベル

２ 

栄養バランスは考えられている

が調理法、彩りに偏りがある。 

調理手順を把握し、時間内に終

わったが、味付けや見た目が悪

くなった。 

文字を書き、周りの人の作品を

参考にイラストも書いた。 

レベル

１ 

栄養バランスや調理法、彩りが

偏っている。 

調理手順が決まっておらず時間

内に終わらせられなかった。 

文字だけ書いた。 

 

「高校生訪問サービス」 

観点 準備・計画 交流・実施 反省・引き継ぎ 

レベル

５ 

自分のアイデアを出し、

周りに指示を出しながら

動く事ができた。 

レベル４に加え、積極的に自分た

ちで考えて行動ができた。臨機応

変に対応できた。 

レベル４に加え、訪問先の特徴を

相手に理解してもらい、充実した

引き継ぎを行った。 

レベル

４ 

自分のアイデアを出し、

自ら率先して動く事がで

きた。 

レベル３に加え、相手のことを考

えて会話ができた。決めていた内

容がスムーズに進んだ。 

レベル３に加え、具体的な改善策

を挙げ、訪問話し合いができた。訪

問先の特徴が伝えられた。 

レベル

３ 

必要な準備を考えて自分

から動く事ができた。 

 

スムーズに会話をし、コミュニケ

ーションが取れた。笑顔を心掛け、

会話が弾んだ。 

反省点について改善策を挙げるこ

とができた。訪問先の話ができた。 

レベル

２ 

人に言われてから行動し

た。 

挨拶はできたが、うまく話せない。

自分で考えて行動できない。 

反省点はあるが、改善策がわから

ない。内容が相手に伝えられない。 

レベル

１ 

自分から行動できない。 

 

表情がかたく、うまく話せない。計

画していたことができていない。 

反省・改善点がわからない。内容を

相手に伝えられない。 

 

 

 



４ 成果 

(1)専門的知識・技術の習得 

・外部講師による講義は毎回新鮮さを感じることができ、生徒にとっても強く印象に残る学習

となった。 

 ・様々な視点から福祉や高齢者の知識を得ることで、家族や地域の支えになっていきたいとい

うボランティア精神も芽生えた。 

(2)高校生訪問サービスの実施 

 ・仮説を立てて目的を明確にして活動に取り組むことで、活動の成果や課題が明確になった。 

 ・訪問サービス先では、予定通りにいかないことも多く、その場で対処できる臨機応変さや場

を繋いでいくコミュニケーション能力が身についた。 

 ・地域の方と直接触れ合い、感謝の言葉をかけられることで地域交流の意義や大切さを改めて

実感することができ、活動に自信を持つことができた。 

(3)給食サービスボランティアを通じた人とのふれあい 

 ・様々な科目で連携を取りながら一つの活動に取り組むことができ、横断的なカリキュラム・

マネジメントとなった。 

 ・あらかじめ準備されたものではなく、生徒自身が献立の作成から調理までを行うことでこれ

まで以上に大きな達成感を味わうことができた。 

 ・はがきを添えることで地域と双方向のやりとりを行うことができ、地域の反応を知ることで、

生徒の取組に対する思いや地域への愛着が深まった。 

(4)ルーブリック評価作成 

 ・評価表を生徒が作成することによって、改めて学習への取り組みを見直すことができた。 

 ・毎時間自己評価を行うことで、自分の成長記録を付けることができた。 

 

５ 課題 

(1)専門的知識・技術の習得 

 ・様々な活動や講習会、複数科目での活動実施により、ファイリングが煩雑になっているため、

外部講師の講習会で学習を終わらず、校内での振り返りや学習の定着を図る必要がある。 

(2)高校生訪問サービスの実施 

 ・活動回数を増やすため、学校周辺の住民にも協力依頼をし、活動範囲を再検討する。 

 ・高齢者の方と訪問だけではなく、学校の地域活動にも参加していただく機会を設ける。 

(3)給食サービスボランティアを通じた人とのふれあい 

 ・献立は目新しいものではなく、見た目だけで味が想像できる高齢者の方が親しみを持てるも

のを考える必要がある。 

(4)ルーブリック評価作成 

 ・深く考えずに評価を行っている生徒もいるため、振り返りの時間を十分に確保し、教員間で

も評価項目を確認する必要がある。 

 

６ 次年度に向けて 

(1)専門的知識・技術の習得 



・学年間連携 

  専門家による指導を継続することはもちろん、下級生と一緒に活動を行うことで、学びなお

しや知識の定着を図り、より深い学びにつなげていく。また、活動の継承や横断的なカリキュ

ラム・マネジメントを行う。 

(2)高校生訪問サービスの実施 

 ・交流方法の検討 

当初の計画での訪問が困難になっているが、活動を継続していく。高齢者宅を訪問するだけ

ではなく、往復はがきやリモート活用も計画し、交流回数を増やせるよう検討を行う。 

(3)給食サービスボランティアを通じた人とのふれあい 

 ・地域に寄り添った活動 

  給食サービスボランティアは来年度も数回予定している。返信はがきの意見を取り入れ、高

齢者の方に寄り添った献立計画を立てる。 

(4)ルーブリック評価作成 

 ・評価会の開催 

教員間でルーブリックの評価会を開催することで、生徒の評価基準を確定させる。 

(5)その他 

・食や生活改善の仕掛けづくり 

  訪問サービスでの調査統計結果を生かし、データに基づく高齢者の食生活改善の指針を作成

する。食改善レシピも作成して地域に配布することで、食を通じた健康寿命の延伸活動につな

げる。また、佐用チャンネルやインターネットで健康体操を配信し、幅広い情報発信を行う。 

・佐用町、隣接県への情報発信 

 県境という立地を生かして、他県で特産品、少子高齢化、防災状況などの調査を行う。積極

的な交流の場として情報の共有と発信を行うことで、課題発見力や解決力の向上を目指す。 



【佐用の水害から学ぶ～災害に強い町づくり～】 

 

１ テーマ設定の理由 

本校が所在する佐用町は、平成２１年台風９号の豪雨被災の教訓を生かし、地域を安心安全で

充実した暮らしができる町に進化させることが課題として挙げられている。本校でもこの課題を

認識し、町と協働で活性化・貢献活動に取り組んでいきたいと考えたため、「災害に強い町づくり」

をテーマとした。 

 

２ 目標 

・地域と上級学校と連携して災害・被災時の課題を理解する。 

・災害時に備え、栄養バランスを考慮した災害食、保存食の開発を行うなど、「食」を中心とした

安全・安心で災害に強い町づくりを自治体等に提言し、貢献できる人材を目指す。 

 

【カリキュラムの構成】 

災害に強い町づくりにおけるカリキュラムの構成と生徒が身に付ける力の概要図を次ページに

示した。 



 

【食に通じた佐用を支えるプロフェッショナル人材の育成】 

～佐用町の水害から学ぶ～ 

災害保存食非常食開発・支援者育成、災害レジリエンス、安心安全な町づくり 

 

学年 付けたい力 科目 内容 

３年 

発展 

・表現力 

・アイデア力 

・ボランティア精神 

・プレゼンテーション 

・コミュニケーション 

フードデザイン 

課題研究 

・地域で防災学習指導 

  →減災リュック制作指導 

  →防災学習授業（様々な年代） 

フードデザイン 

ヒューマンサービス 

・防災リーフレット作成・配布 

  →災害食の提案 

  →保存食の開発 

フードデザイン 
・防災訓練指導、避難指導 

  →学年間指導（３年生が２年生に伝授） 

２年 

実践 

・情報発信力 

・課題解決力 

・企画力 

・プレゼンテーション 

・コミュニケーション 

フードデザイン 

・保存食開発 

 →企業コラボ 

  →みかしほ学園訪問実習（缶詰） 

フードデザイン 

ヒューマンサービス 

課題研究 

・防災訓練企画、避難指導 

  →地域の避難訓練について調査（役場） 

→ハザードマップ確認（役場） 

  →地域住民の参加計画 

  →保存食配布 

  →学校に減災weekの実施依頼 

  →オリジナルハザードマップ作成 

  →幼児・高齢者向けの防災学習計画 

課題研究 
・家政科通信を全校生徒に配布 

 →学んでいることや防災プチ情報を発信 

１年 

基礎 

・基礎的知識、技術 

・課題発見力 

・ふるさと意識 

総合的な探究の時間 

・佐用学、防災学習 

  →役場による佐用学特別授業 

  →グループ発表で情報共有 

生活産業基礎 

・商品開発プロセス学習 

  →佐用町に必要な商品・サービスのアイデア捻出 

  →佐用町に求められている人材把握 

フードデザイン 

・災害食学習、パッククッキング実習 

  →いずみ会、役場による講習会 

  →災害食調べ学習 

 



３ 実施内容 

(1)災害食・保存食について知識習得 

●目的 

上級学校や地域の方との交流を通じて、より専門的な知識を習得し生徒の深い学びにつなげ

る。また、合同防災訓練に向けて知識や技術を習得することで、実践活動において生徒の主体

性を促す。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  基礎知識・技術、ふるさと意識、課題発見・解決力、コミュニケーション能力 

 

①校外学習 

日 時  令和３年８月２６日（金） 

場 所  日本調理製菓専門学校 

対 象  フードデザイン（家政科 第２学年 ３６名） 

内 容 

○実施概要 

  日本調理製菓専門学校との協働による災害食・保存食研修会を実施した。災害時に活用で

きる知識と保存食の技術について学ぶだけではなく、災害に関する事業と横断的なつながり

を持たせることを目的とし、缶詰や真空調理の商品開発につなげる。以下は研修の内容と、

研修風景である。 

①災害食・保存食講義、実習手順説明 

②調理実習（トマトチキンカレー、α米を使った焼き鳥丼、ミルクライス） 

③缶詰体験 

④試食、片付け 

⑤まとめ 

 
缶詰体験の様子 

 
缶詰にした状態 

 
調理メニュー 

○生徒の感想 

・被災した時のことをすごく考えられている調理法が多く、特にミルクライスはすごく考え

られているメニューだと思いました。 

・トマトチキンカレーの缶詰では、ただ缶に作ったものを詰めてふたをすれば良いというも

のではなく、ｐＨ値をはかり下がっていることを確認してからでないと缶に入れてはいけ

ないというとても専門的な知識まで教えていただいて、多く学ばせていただきました。 

・皿や油を使わないで簡単にできるんだと思いました。 



②災害食学習 

日 時  令和３年１１月１８日（木）２・３限目 

場 所  本校第一食物室 

対 象  フードデザイン（家政科 第１学年 ２５名） 

内 容 

  ○実施概要 

   佐用町の栄養士、いずみ会の皆様からの災害食学習であるパッククッキング講習会で防災

を通じた食育活動を実施した。知識・技術の習得だけでなく、地域の方との交流も目的とし

た。以下は実施の流れと授業風景である。 

✓パッククッキングとは（「防災月間」ＶＴＲ視聴、調理工程の説明） 

✓交流 

・梅干しごはん、肉じゃが、さば缶と白菜の煮物、ポテトサラダ作り 

・チラシを使った紙皿の作成（試食時に使用） 

・α化米の説明 

✓試食 

 
実習の様子 

 
紙皿づくりの様子 

 
試食の様子 

○生徒の感想 

・最初は、非常食だから、「冷たい・固い」という勝手なイメージがありました。でも実際に

４品作ってみると意外と簡単にあまり時間がかからずにそしておいしく作ることができて

びっくりしました。 

・私たちが普段食べているような食べ物の作り方を知っているだけで、もしもの時に困らず

に少しは安心できるのかなと思った。 

・これが災害の時に食べられると思うとすごく安心した気持ちになりました。 

 

(2)減災ｗｅｅｋ 

●目的 

学校全体で防災学習に取り組み、防災意識を高め、他学科・他教科との連携などカリキュラ

ム・マネジメント体制の構築を行う。 

  〇実施概要 

「減災ｗｅｅｋ」を１週間～２週間設定し、その期間、各教科で防災・減災に関する内容

を取り入れた授業を１時間程度行う。以下の計画を立てた。 

 



実施時期 内容 

９月 各教科に授業内容のアンケート調査 

１１月 減災ｗｅｅｋ設定、各教科の授業で実施 

１２月 防災訓練実施 

 

   ２学期中間考査後の１１月１日（月）～１１月１２日（金）の２週間を減災ｗｅｅｋとし

た。授業前と授業後には生徒にアンケートを実施し、生徒の変容を確認した。また、授業担

当教員にもアンケートを実施し、この取組の今後の在り方を調査した。 

教科 科目 学年 内容 

家庭 家庭基礎 １年 災害時の備えについて 

農業 農業と環境 １年 農業と災害の関係 

保健体育 保健 １年 応急手当について 

美術 美術 ２年 防災ピクトグラム 

英語 英語表現 ２年 防災対策について 

社会 地理Ａ ３年 ハザードマップ 

 

○生徒の感想 

・いつか絶対起こるものだから真剣に防災と向き合っていかないといけないと思った。 

・テレビとかでも時々防災についてのことをやっているけど毎回忘れていることがあるので、

気を付けたいなと思いました。 

・佐用町でも災害がいつ起こるかわからないので普段学校でやっている避難訓練などはまじ

めに取り組もうと思った。 

・近くのある田んぼが水害を抑えていることに驚いた。 

・いろいろな知らないマーク、ピクトグラムを知れてよかった。 

・ケガに対応した手当てをし、一つの命を無駄にしない行動をしたいと思った。 

・防災グッズを置いていたほうがいいとは知っていたけど実際なにを入れるとか考えたこと

がなかったので参考になりました。 

 

○アンケート結果（生徒） 

①私たちは日ごろから災害を意識して生活したほうがよい。 

事前 

 

事後 
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②私は災害や防災、減災について様々な知識を持っている。 

事前 

 

事後 

 

 

③災害や防災、減災について積極的に知りたいと思う。 

事前 

 

事後 

 

 

④実際に災害が起こった時、どう行動すればいいか不安がある。 

事前 

 

事後 

 

 

⑤災害が起こった時、高校生として地域にできることがしたい。 

事前 

 

事後 

 

 

○アンケート結果（教員） 

・生徒の様子や感想を読んで、日ごろから防災に対する意識を持たせることが大切だと改め

てわかった。自分自身も日ごろから意識を持ち、授業に取り入れるようにしていきたい。 
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 ・起震車体験など、実際に自信の震度を体験できるような機会があると、より防災の意識も高

まるのではないかと思います。 

  

(3)多世代向け防災学習 

●目的 

 地域の保育園や子育て支援施設、高齢者との協働で防災学習を行い、日常からの防災意識を

高め、災害時のスムーズな行動への意識づけを行う。生徒には主体的に動く力と「共助」の意

識を持たせる。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  情報発信力、課題発見・解決力、企画力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能

力、ふるさと意識 

①保育園児向け防災教室 

日 時  令和３年１１月１０日（水）１０：００～１１：３０ 

場 所  佐用町立佐用保育園 

対 象  課題研究（保育）（家政科 第３学年 保育コース選択者３名） 

内 容 

  ○実施概要 

   地域の保育園の園児（５歳児）に向けて災害をテーマとした防災教室を企画した。生徒自

身が、園児に楽しみながら災害について考えてもらうという目標を立てて準備に取り組んだ。 

実施時期 内容 

９月 調べ学習、内容計画 

１０月 グッズ準備 

１１月 リハーサル、本番 

○製作物 

担架・・・支柱とタオルで製作した。ぬいぐるみを人間役にして、人命救助の体験をするこ

とで、防災に対する意識をもってもらえるようにした。（図１） 

  キャタピラ・・・からだを低くして逃げるための練習として、準備した。体験では子どもた

ちが怪我をしないように生徒が声をかけ、安全面にも配慮した。（図２） 

  替え歌・・・きらきら星のメロディーで避難するときに気を付けてほしいことを歌詞にし、

園児たちが読みやすいように、大きめの字で歌詞カードを作った。 

 防災かるた・・・一つ一つ文章を考えて、絵や文字も手書きで製作した。 

 
図１ 担架 

 
図２ キャタピラ 

 
当日の様子 



○生徒の感想 

・防災教室が終わると子どもたちが「楽しかった」と言ってくれ嬉しかったです。 

・この取り組みが子供たちの生活に少しでも役立っていると嬉しいです。 

②佐用小学校との減災学習 

○実施計画 

実施時期 内容 

６月 外部講師による講習会（子供の減災教育） 

１０月 交流に向けた準備 

１１月 佐用小学校交流会（減災ワークショップ） 

１２月 合同防災訓練、体験学習（段ボールベッド） 

(a)子供の減災教育 

日 時  第１回目 令和３年６月 ７日（月）２限目 

   第２回目 令和３年６月２８日（月）２限目 

場 所  本校保育大教室 

対 象  課題研究（福祉）（家政科 第２学年 福祉コース選択者１０名） 

講 師  ママの働き方応援隊 小西 玲奈 氏 

内 容   

○実施概要 

小学生向けの減災教育の企画・実施に向けて外部講師を招き、専門的な知識を身に付ける

ことで、生徒の主体的・対話的な深い学びにつなげることを目的とした。講義は以下の内容

で２回にわたって実施した。 

第１回 

・キャンディーレイを用いた減災ワークショップ 

宿題 実際に子供に減災ワークショップを行う際の導入部分とまとめの部分を

考え、模擬授業をグループで発表する 

・グループワーク（内容の検討） 

・パワーポイントを用いて、減災ワークショップのスライドづくり 

・発表練習、リハーサル 

第２回 
・グループ発表（模擬授業） 

・まとめ 

 
ワークショップ 

 
キャンディーレイ 

 

グループ発表 

 

 



○生徒の感想 

・小学生もだと思うのですが、私たち高校生もあまり災害について考えることは少なく、そ

のきっかけ作りがとても大切だなと思いました。 

 

(b)防災出前授業と備蓄食ワークショップ 

日 時  令和３年１１月２６日（金）１０：１５～１１：１５ 

場 所  佐用町立佐用小学校 

対 象  課題研究（福祉）（家政科 第２学年 福祉コース選択者１０名） 

内 容 

 ○実施概要 

   佐用小学校１年生（４０名）の児童を対象とし、ワークショップを行った。６月に実施し

た子供の減災教育の学びを活かし、生徒自らが内容を企画し、計画を立てて準備に取り組ん

だ。また、１２月に行われる合同防災訓練に向けた事前交流も目的とし、作ったキャンディ

ーレイは避難時に身に付けてもらうことにした。実施した内容は以下の通りである。 

○準備物 

高 校：ＰＣ、講義スライド、原稿、袋、飴、テープ、リボン、名札 

小学校：大型モニター、はさみ、マジックペン、長机、 

○ワークショップ 

①防災出前授業（減災とはなんだろう？） 

②備蓄食ワークショップ（キャンディーレイを作ってみよう） 

③防災訓練の説明 

 

 
講義の様子 

 
キャンディーレイづくり 

 
交流の様子 

 

(c)佐用合同防災訓練、体験学習 

日 時  令和３年１２月１０日（金） 

場 所  本校グラウンド、雨天練習場 

対 象  課題研究（福祉）（家政科 第２学年 福祉コース選択者３名） 

内 容 

 ○実施概要 

   本校で実施した佐用合同防災訓練に佐用小学校１年生も参加していだき、減災学習を通じ

た交流のまとめを行った。当日は、小学生にキャンディーレイと防災頭巾を身に付けてもら



い、小学校の玄関前に事前に集合し、高校生が誘導し、高校のグラウンドに避難した。訓練

後は、雨天練習場に移動し、段ボールベッドづくりと体験を行い、体験学習終了後には防災

グッズとして作成した自分の名前や保護者の連絡先を書いておける緊急持ち出し用連絡先マ

グネットをプレゼントした。 

 
避難訓練の様子 

 
段ボールベッド体験 

 
マグネット 

 

○生徒の感想 

・小さい子は、初めてのことに興味津々でまとめたりするのが大変でした。でもみんなきち

んと話を聞いてくれてよかったです。一緒に避難したりして貴重な体験ができました。 

・始めはすごく不安な気持ちでいっぱいだったけど、無事に終わることができてよかったで

す。遅くまでの居残りや今日までの準備を頑張ってきてよかったです。 

 

(d)避難訓練を通じた地域の高齢者との交流 

日 時  令和３年１２月１０日（金） 

場 所  本校グラウンド、会議室 

対 象  課題研究（福祉）（家政科 第２学年 福祉コース選択者３名） 

参加者  佐用町長尾地区住民１０名 

内 容 

○実施概要 

   生徒が地域と共に災害について学ぶことを目標として掲げ、本校で実施した佐用合同防災

訓練に参加していただき、避難訓練と体験学習を行った。地域住民の方には、本校同窓会館

に事前に集合していただき、避難放送の合図で高校生が誘導して本校グラウンドに避難した。

訓練後は会議室に移動し、災害時に役立つグッズ作り体験としてキッチンペーパーを使った

マスクづくりとチラシを使った紙皿づくりの体験学習を行った。 

 

避難訓練の様子 
 

体験の様子 
 

紙皿、マスク 

 



○生徒の感想 

・最初はうまくコミュニケーションが取れるか、ちゃんと説明ができるかなど不安なことが

たくさんあったけど、どの方もとても優しくてすごく話しやすい方たちばかりでした。防

災訓練の後、紙皿とマスクづくりをする時、進度に大きな差があり、リハーサル通りだと

うまくいかない所がありましたが、予定を変えて臨機応変に対応できたのでよかったです。 

・皆さん苦戦しながらも楽しそうに作って下さっていてとてもうれしかったです。また、マ

スクづくりの時には、作り終わった方が実際につけて下さっていて、その姿が今回一番印

象に残っています。自分たちが計画して作ったものがこうして他の方の役に立つものにな

るととてもうれしかったです。 

・本番になってやってみると思っていたのとは違って、思い通りに進めることができません

でした。事前準備で自分が体験者の立場になったりすればよかったと思いました。 

  

(4)佐用合同防災訓練～ＫＩＺＵＮＡ大作戦～企画 

●目的 

毎年、本校のみで行っている防災訓練を、地域を巻き込んだ取組に変えて企画運営を行う。

佐用町との協働事業として拡大させて実施することで、地域と共に災害について学び地域全体

の防災意識の向上を目指すことで、「災害に強い町づくり」につなげる。 

また、生徒自らが計画から進行を行うことで、企画運営力を身につけ、地域住民と関わるこ

とでコミュニケーション能力を向上させ、主体的・対話的な学びにつなげる。 

●生徒に身に付けさせたい資質・能力 

  情報発信力、課題発見・解決力、企画力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能

力、ふるさと意識 

○実施計画 

実施時期 内容 

１学期 外部講師による災害講義、防災訓練に関する調べ学習 

９月 第一回企画会議、体験学習の立案 

１０月 第二回企画会議、役割分担、関係各所依頼 

１１月 体験学習準備、災害マニュアルブック作成、佐用小学校事前交流 

１２月 リハーサル、佐用合同防災訓練～ＫＩＺＵＮＡ大作戦～実施 

○協力先 

佐用町役場、佐用小学校、近隣住民、佐用消防署、ドローン減災士協会、兵庫県立大学 

 

①外部講師による災害講義 

(a)佐用町について知る 

日 時  令和３年５月１３日（木）４限目 

場 所  本校保育大教室 

対 象  総合的な探求の時間（家政科 第１学年 ２７名） 

講 師  佐用町 企画防災課 松本 和也 氏 



内 容 

 ○実施概要 

   昨年同様、新入生が佐用町の取組や現状について基礎知識を得るために、外部講師による

講義を実施した。平成２１年に佐用町で発生した水害についても教えていただき、生徒の防

災意識の向上を目的とした。 

(b)佐用町の災害について学ぶ 

日 時  令和３年５月３１日（月）３限目 

場 所  本校保育大教室 

対 象  課題研究（福祉）（家政科 第２学年 福祉コース選択者１０名） 

講 師  ドローン減災士協会 久保 正彦 氏 

内 容 

 ○実施概要 

   佐用合同防災訓練の企画者である課題研究（福祉）の生徒を対象に、改めて佐用町の水害

について考え、学びを深めるため、当時の写真や映像、復興までの道のりについて講義を実

施した。 

 

(c)減災ワークショップ（別記参照） 

 

(d)防災ワークショップ 

日 時  第１回 令和３年１０月 ８日（金）５、６限目 

第２回 令和３年１０月１５日（金）５、６限目 

場 所  本校保育大教室 

対 象  課題研究（家政科 第２学年 ３６名） 

講 師  兵庫県立大学 木村 玲欧 氏 

兵庫県立大学生 

(e)内 容 

 ○実施概要 

   企画生徒だけではなく、２年生全員の防災意識を高めるため、兵庫県立大学による防災ワ

ークショップを実施した。災害時の食の重要性や水問題について学び、大学生の方が考えて

くださった「みんなで遊んでたすカルテット」や大学生の方を交えたワークショップで災害

について楽しみながら学びを深めた。 

講義の様子 
 

たすカルテットの様子 
 

ワークショップの様子 



○生徒の感想 

・私たちが普段食べている物、飲んでいる物も非常食になること、またその期間を初めて知

った食材もありました。 

・体験談を見て、普段備蓄しているもので大丈夫だと思っていた人が実際に災害にあって全

然足りてなかったと思っていることが多いと思いました。 

②企画会議 

日 時  ①令和３年１０月 ４日（月）５、６限目 

②令和３年１０月２７日（水）５、６限目 

場 所  ①本校第一被服室 

②本校保育大教室 

対 象  課題研究（福祉）（家政科 第２学年 福祉コース選択者１０名） 

参加者  佐用町役場（企画防災課）、ドローン減災士協会、佐用高校関係者 

内 容 

○実施概要 

防災訓練の準備を進めるにあたって、佐用町役場やドローン減災士協会にも参加していた

だき、企画会議を開催した。第１回目は防災訓練の進め方に

ついて、第２回目は防災訓練の役割分担について話し合い

を行った。実施内容について違う視点からのアドバイスを

多くいただくことで、生徒自身の防災訓練に対する視野を

広げることを目的とした。また、実際に防災訓練に協力して

いただく方と直接関わることで、生徒の企画に対する責任

感の向上も目指した。 

○生徒の感想 

・自分では考えていなかったこともまとめられて、この防災訓練を想像することがきました。 

・一つ一つの授業、授業外でも何か役に立つようなところを考えたりしていきたいです。当

日に準備不足にならないよう準備万端で協力してやっていきたいと思いました。 

・自分たちが考えた案ができるか不安だったけど、消防署の方や役場の方と協力して防災訓

練を行いたいと思いました。 

 

③佐用小学校事前交流（別記） 

 

④体験学習準備 

(a)パッククッキング試作調理 

  パッククッキングの体験学習に向けて複数の献立の試作を行い、完成品の評価をすることで

当日の体験献立を決定した。（図１）肉じゃが、炊き込みご飯、ミネストローネ、蒸しパンを試

作し、調理の手軽さや味、満足度の観点から当日の体験献立は炊き込みご飯に決定した。 

 

(b)災害食講義に向けて 

 家政科生徒が実施する災害食講義に向けて、生徒が自ら講義の流れやスライド、原稿を考え



た。内容については外部講師による災害講義で得た知識を基に検討した。講義時間は約１５分

と設定し、何回も読み合わせを行うことで、内容の再考や時間調整を行った。（図２） 

 

(c)地域との体験学習に向けて 

  体験時間は約３０分とし、佐用小学校、地域住民の方の体験学習内容の検討を行い、当日の

説明プリント、原稿などを作成した。また、佐用町役場にご協力いただき、段ボールベッドの

組み立て練習を行った。（図３、図４） 

 

(d)ドローン放送練習 

ドローン減災士協会にご協力いただき、生徒のドローンによる避難誘導放送の練習を本校グ

ラウンドにて行った。放送原稿は生徒が考え、読むスピードや発音などにも気を配って練習し

た。（図５） 

 

(e)リハーサル 

  防災訓練前に各体験場所で担当に分かれてリハーサルを行った。事前に担当班長を決めてお

くことで生徒により強い責任感を持たせた。 

 

 
図１ パッククッキング試作 

 
図２ 講義練習 

 
図３ 紙皿づくり 

 
図４ 段ボールベッド組み立て 

 
図５ 放送練習 

⑤災害マニュアルブック作成（別添１） 

佐用町の危険な場所や、家政科で学んだ備蓄食やパッククッキングなどの知識を多くの人に

知ってもらいたいという思いを込めて作成した。（右図） 

佐用町の気づきマップでは、実際に高校周辺を探索し、危険

個所を探して地図を作成した。パッククッキングレシピ集は試

作で調理を行った４品を記載した。 

 

 



⑥佐用合同防災訓練～ＫＩＺＵＮＡ大作戦～実施 

日 時  令和３年１２月１０日（金）２～４限目 

場 所  本校グラウンド、各体験学習実施場所 

参加者  佐用高校生徒職員（５７０名）、佐用町企画防災課（４名）、佐用小学校１年生・

職員（４４名）、地域住民長尾地区（１０名）、ドローン減災士協会（５名）、兵庫

県立大学木村教授ゼミ生（１１名） 

視察：小野市おの防災リーダー（９名）、上郡高校（２名） 

内 容 

○実施概要 

時間 内容 場所 

8:55～ 9:40 ＬＨＲ（テスト返しなど） 

※２年家政科、普通科一部男子生徒は準備にあたる 

（クッキング準備、近隣住民の誘導、小学生の誘導） 

各ＨＲ教室 

9:50～ 9:55 

9:55～10:00 

10:00～10:10 

10:10～10:15 

10:15～10:20 

10:20～10:30 

10:30～10:35 

担任から説明 

校内放送で緊急地震速報を流し、シェイクアウト訓練を行う 

スピーカードローンで上空から誘導し、グラウンドに出る 

講評（消防署職員） 

総括（校長） 

ドローンを用いた物資輸送のデモンストレーションの見学 

ドローン減災士の紹介とまとめ 

各ＨＲ教室 

 

グラウンド 

10:45～12:05 各学年に分かれて体験学習を行う 各実施場所 

12:15～12:25 アンケートなどの記入 各ＨＲ教室 

・山崎断層を震源とした大規模な地震が発生。校舎の一部が倒壊し避難経路が制限された。 

  ・放送設備は、使用可能である。 

 ○避難集合隊形 

小学校側 

 

 

部室 

 

 

 

救 護 
本 部 

 

   

兵庫県立大学・ドローン減災士 

朝礼台 

 

保健部  校長・予防課長 

教頭・事務長 

                               総務部 

職員 

 

 誘導生徒 

地域の方 

誘導生徒 

佐用小学校 

第１学年 

１組～５組 

第２学年 

１組～５組 

第３学年 

１組～５組 

 



 
シェイクアウト訓練 

 
避難の様子 

 
物資輸送ドローン 

 

○体験学習 

実施学年・科等 実施内容 実施場所 協力団体・担当教員等 

１年農業科学科、普通科 

（１２２名） 

けむり体験、応急手当、簡易担架

作り、消火体験 

グラウンド 

第一多目的教室 

佐用消防署 

１学年の先生 

１年家政科 

（２６名） 

２年の体験学習見学、補助スタ

ッフ 

前庭、各ＨＲ教室 岡、琴川 

２年農業科学科・普通科 

（１４６名） 

２年家政科によるパック調理体

験、災害食講義 

前庭、各ＨＲ教室 多々良、中田 

２学年の先生 

２年家政科 

（３６名） 

体験学習スタッフ 各実施場所 小寺 

３年全学科 

（１７０名） 

防災ワークショップ 体育館 兵庫県立大学 

３学年の先生 

佐用小学校１年 

（４０名） 

避難所生活体験（段ボールベッ

ド） 

雨天練習場 佐用町役場 

高橋 

近隣住民の方 

（５～１０名） 

避難生活に便利なグッズ作り

（マスク、紙皿） 

会議室 小寺 

生徒会の先生 

 

【１年農業科学科・普通科】 

10:35～10:45 各実施個所に移動 

時間 １組（３７名） ３組（２５名） ４組（２４名） ５組（３６名） 

10:45～11:00 

11:05～11:20 

11:25～11:40 

11:45～12:00 

簡易担架作り 

けむり体験 

消火体験 

応急手当 

応急手当 

簡易担架作り 

けむり体験 

消火体験 

消火体験 

応急手当 

簡易担架作り 

けむり体験 

けむり体験 

消火体験 

応急手当 

簡易担架作り 

12:05～12:15 体験終了後スリッパを拭き、教室に戻る 

12:15～12:25 教室にてアンケート記入 

（準備物）担架用の竹（10）、ブルーシート、パーテーション(5)、その他は消防署が準備 



 
簡易担架作り 

 
消火体験 

 
応急手当 

 

【２年農業科学科・普通科】 

10:35～10:45 スリッパを拭き、教室に戻る 

１組（３９名）・３組（３９名） ４組（３３名）・５組（３５名） 

10:45～10:50 パック調理の説明 

10:50～11:00 袋詰め体験 

11:00～11:15 紙皿づくり 

11:15～11:20 前庭に移動 

11:20～11:30 パック調理の見学 

11:30～11:50 教室に戻り黙食 

11:50～12:05 災害食講義とまとめの挨拶 

10:45～11:00 災害食講義 

11:00～11:05 パック調理の説明 

11:05～11:15 袋詰め体験 

11:15～11:30 紙皿づくり 

11:30～11:35 前庭に移動 

11:35～11:45 パック調理の見学 

11:45～12:05 教室に戻り黙食とまとめの挨拶 

12:15～12:25 教室にてアンケート記入 

（前庭準備物）テント（2）、長机（8）、カセットコンロ（8）、鍋（8）、タイマー（8）、消毒液（2） 

（教室準備物）タブレット（4）、パワーポイント原稿、紙皿説明用紙（150）、Ａ４古紙（150）、 

ポリ袋（150）、材料、バット・ボウル、消毒液（4）、スプーン（150）、見本品（4） 

 

講義の様子① 

 

講義の様子② 
 

パッククッキング会場 

 
パッククッキング見学 

 
紙皿づくり 

 
試食 

 

 



【３年全クラス】１組(３３名)、２組(３４名)、３組(２７名)、４組(３８名）、５組(３８名) 

10:35～10:45 全クラス体育館に移動し、グループごとに着席する 

10:45～10:50 体験学習の流れを説明 

10:50～11:10 佐用町水害の映像、役場の方のお話 

11:10～12:00 ゲーム（たすカルテット）実施（右図） 

12:00～12:05 講評 

12:05～12:15 ＨＲ教室へ移動 

12:15～12:25 教室にてアンケート記入 

（準備物）プロジェクター、イス（170）、長机（36）、その他は県立大学が準備 

 

【佐用小学校】（４０名） ※小学生の持ち物：キャンディレイ、防災頭巾 

10:35～10:45 雨天練習場へ移動 

10:45～11:15 １、２年家政科による段ボールベッドの説明と体験 

（準備物）説明原稿、段ボールベット（2）、毛布、消毒液（2）、プレゼント(40) 

 

【地域住民の方】（１０名） 

10:35～10:45 会議室へ移動 

10:45～11:15 １、２年家政科による避難生活に便利なグッズ作りの講義 

（準備物）見本品、説明原稿とスライド、モニター、説明用紙(10)、長机、イス、アルファ化米 

Ａ４古紙（10）、キッチンペーパー（10）、タイ(10)、セロハンテープ、消毒液（1） 

 

○生徒の感想 

・災害が起こった時にドローンを使うことを初めて知った。 

・今日の防災訓練、体験学習は消防士の方々が分かりやすく説明してくださり、自分にとって

とても有意義なものになりました。今後自分の身の周りで災害が起きても落ち着いて適切な

判断をすることを心がけていきたいです。 

・今日教えてもらったことをもし災害が起こった時に活かして自分が生き残れるように、そし

てけがをしている人がいたら助けたいです。 

・災害の時は非常食しか食べられないと思っていたが日頃食べているものが災害時の時に作れ

る事が分かり興味を持った。 

・紙皿の作り方とか防災の時に役立つご飯を食べたりマニュアルをもらったりと色々な事を家

政科の人たちに学ばせていただいたことを感謝したいと思う。 

・パッククッキングで作ったご飯がおいしかった。簡単な紙皿の作り方を知れてよかった。 

・防災マップを見て災害への意識が高くなったのではないかと思います。 

・今日の防災訓練で日頃から気を付けることを忘れかけていたので、学びなおすことができ、 

良かったです。 

・ハザードマップを見て、駅から高校まで危険なとこが思っていたより多くて驚いた。 

・ポリ袋でご飯を炊けることにびっくりした。 

 



 

○地域住民の感想 

・普段から気をつけておかないといけないと思いました。 

・生徒さんが親切で説明もわかりやすかった。 

・来年以降もぜひ一緒に訓練をしていきたい。 

 

○アンケート結果 

実施日：令和３年１２月１０日（金）   

対 象：全学年家政科生徒以外 ４２６名 

 

訓練実施前 訓練実施後 

Ｑ１．私たちは日頃から災害を意識して生活した方がよい。 

  

Ｑ２．私は災害や防災、減災について様々な知識を持っている。 

  

Ｑ３．災害や防災、減災について積極的に知りたいと思う。 

  



Ｑ４．実際に災害が起こった時どう行動すればいいか不安がある。 

  

Ｑ５．災害が起こった時、佐用高校生として地域にできることがしたい。 

  

・アンケート考察 

「日頃から災害を意識して生活したほうがよい」という質問には、防災訓練後、９８％の人が「そ

う思う」と回答し、学校全体の防災への意識が高まった。 

「災害について様々な知識を持っている」という質問には、事前ではそう思っている人が４１％

と少なかったが、事後では８０％と２倍に増えており、この防災訓練を通して知識が身につい

た。 

「災害が起こった時、地域にできることがしたい」という質問では、事前と比べて「そう思う」、

「どちらかとそう思う」と回答した人が７９％から８９％に増え、中でも積極的に「そう思う」

と回答した人が３０％から５０％に増えたことで、地域に根差した体験の大切さを改めて実感

した。 

 

４ 成果 

(1)災害食・保存食について知識習得 

 ・缶詰体験など校外学習ならではの本格的な機械を用いた専門的な知識を身に付けることがで

き、生徒の深い学びにつながると共に、活動の視野が広がった。 

 ・習得した知識・技術を商品開発や佐用合同防災訓練などの地域での実践活動に生かし、地域

貢献活動に還元することができた。 

 ・知識・技術の習得だけでなく、地域住民の方や、多世代の方との触れ合いによって生徒のふ

るさと意識やコミュニケーション能力が向上した。 

 



(2)減災ｗｅｅｋ 

 ・アンケート結果では、「災害が起こった時どう行動すればいいか不安がある」以外の項目で、

そう思う、どちらかというとそう思うと回答する人が増加し、生徒の意識に変化が見られた。 

 ・他教科に授業の実施を依頼することで、生徒だけでなく、学校全体の防災意識が向上した。 

 

(3)多世代向け防災学習 

 ・生徒自身が内容を企画することで、身に付けさせたい資質・能力であった「情報発信力」、「課

題発見・解決力」、「企画力」、「プレゼンテーション能力」、「コミュニケーション能力」が大

きく向上した。 

 ・学校外での活動や多世代との交流が生徒の刺激となり、良いものをつくり上げたいという向

上心や、成功させるために練習を何度も行うなど責任感の向上が見られた。 

・準備してきたことを楽しんでもらいたいというボランティア精神の向上も見られた。 

・コロナ禍で地域交流の中止や制限がある中、協力先にはイベントが実施できることを大変喜

んでいただくことができた。 

 

(4)佐用合同防災訓練～ＫＩＺＵＮＡ大作戦～ 

 ・計画を進めていくうちに徐々にイメージが明確になっていき、積極的に発言をしたり、アイ

デアを出したりする生徒が増えた。企画から実施までの過程で主体性が芽生え、主体的な取

組を行うことができた。 

・外部の方々に来校いただいた合同会議では、それぞれの協働先からの協力を得ることで活発

な意見交換ができ、生徒の発想を引き出すことができた。また、あえて教員主導の会議にせ

ず外部講師に任せることで、生徒はコミュニケーション能力や企画運営力を大幅に向上させ

ることができた。 

 ・地域と協働で企画することで、地域社会とのつながりの重要性を生徒自身が実感することが

できた。 

 ・地域と合同で防災訓練を行うことで、地域全体の防災意識が向上した。 

・取組の発表を行い、周囲から評価していただくことで、自信につながった。 

 

５ 課題 

(1)災害食・保存食について知識習得 

・災害食を通じた食育活動が学科内のみで留まっている。 

・単発の研修、講習会で終わらせずに、年間を通じた指導計画を立てる。 

 

(2)減災ｗｅｅｋ 

・全教科の実施ができなかった。別期間であれば実施できたという教科もあったので、実施期

間を２回に増やすなど、見直しを行う。 

・防災訓練の事前アンケート結果が、減災ｗｅｅｋの事前アンケート結果に戻っており、意識

の定着が見られなかった。日ごろから防災に関するあらゆる視点からの学習で意識の定着を

図る必要がある。 



(3)多世代向け防災学習 

・防災教室は実施できたが、食育活動は実施できなかった。コロナ禍による食事で大きな制限

を受ける中での食育の在り方について考える必要がある。 

 

(4)佐用合同防災訓練～ＫＩＺＵＮＡ大作戦～ 

・地域住民の方には当日参加していただくだけではなく、企画の段階から意見をいただき、地

域が求める「災害に強い町づくり」に取り組む。 

・１学年と３学年は、それぞれ佐用消防署と兵庫県立大学に任せる形になってしまった。何ら

かの形で家政科の生徒が関わることで、訓練全体を生徒が掌握できるように企画する。 

 

６ 次年度に向けて 

「地域と学ぶ佐用高校」をスローガンに掲げ、学校、地域全体の防災意識の定着を図るため、

これまでの活動を継続し、テーマである「災害に強い町づくり」に取り組む。また課題をふまえ

た新たな取組として以下の点を考える。 

 

・災害を通じた食育活動 

災害のマニュアルブックを参考にし、農業科学科、普通科でのパッククッキングによる災害食

の調理実習を実施する。また、地域の福祉施設と協働で地元食材を用いたクッキング講習会を企

画し、幅広い視野で食育活動に取り組む。 

 

・保存食、非常食開発 

 商品開発の事業と横断的な取組として、保存食や非常食の開発をし、各イベントや防災訓練で

販売活動を行い、佐用町の防災意識を高める。 

 

・減災対策の仕掛けづくり 

 これまでに培ってきた災害についての知識や技術をもとに、新たな「防災マニュアルブック」

や地域の「ハザードマップ」を作成し、全校生徒や地域住民に配布する。 

 

  



別添１ 災害マニュアルブック 

  

  

  

  

 



【広報活動】 

 

１ 目的 

  活動内容の情報発信や、活動発表などの広報活動を行うことで、幅広い方々に事業の認知を

していただく。また、校外の広報活動では、生徒が広報先の反応や宣伝の効果を直接確認する

ことができ、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力の向上を図るとともに、活動

のモチベーションにもつながる。そして、研究した成果を生徒がまとめて発表することで、活

動の振り返りによる深い学びと、より主体的な学びにつなげることを目的とした。 

 

実施内容 

(1)外部講師による指導 

①専門的知識・技術の習得 

日 時  令和３年４月～１２月（計８回） 

場 所  本校パソコン教室 

対 象  課題研究（情報）（家政科 第２学年 情報コース選択者６名） 

講 師  一般社団法人 地域再生研究所 代表理事 尾鼻 弘光 氏 

内 容 

○実施概要 

生徒のタブレット・パソコンの操作技術やプレゼンテーション能力の向上を目的とし、外

部講師による講習会を合計８回実施した。検定やコンテストに挑戦することで技術が向上し、

今年度は文書デザインコンテストで審査員特別賞を受賞することができた。（別添） 

また、知識・技術だけではなく、地域協働の活動を情報発信することの大切さを教えてい

ただき、生徒の広報活動への意欲が増進した。 

来年度の幅広い地域交流に向けて、Zoom を用いたオンラインでの交流会の練習も実施し、

ネット環境における交流の注意点を考察した。 

 
授業風景① 

 
授業風景② 

 
オンライン交流練習 

 

(2)取材 

①サンテレビひょうご発信 

日  時  令和３年 ５月２８日（金） 

場  所  本校第一食物室 

参加生徒  家庭クラブ役員（家政科 第３学年 ４名） 



内  容 

○実施概要 

本校が商品開発し、昨年度西播磨フードセレクションにて

金賞を受賞した「夢茜トマトジャム」の取材を受けた。（右図） 

取材当日は夢茜トマトジャムを使った「夢茜ジャムマフィ

ン」も試食していただいた。取材内容は「サンテレビひょう

ご発信」でテレビ放送された。 

 

(3)広報即売会 

①姫音祭 

日  時  令和３年１０月２８日（日） 

場  所  イーグレ姫路 

参加生徒  課題研究（食物）（家政科 第２学年 食物コース選択者１２名） 

内  容  （商品開発参照） 

 

(4)高校生カフェ２０２１in 平福 

日  時  令和３年１１月１３日（土） 

場  所  お休み処 瓜生原 

参加生徒  課題研究（食物）（家政科 第３学年 食物コース選択者１５名） 

内  容  （商品開発参照） 

 

(5)販売活動 

実施計画 

行事名 日時 場所 

マックスバリュ佐用店 マルシェ 令和３年１１月 ６日（土） マックスバリュ佐用店 

上月収穫祭 令和３年１１月１４日（日） ふれあいの里上月 

三日月収穫祭 令和３年１１月２１日（日） 味わいの里三日月 

龍北工房定期販売 通年 龍北工房 

ふれあいの里上月定期販売 通年 ふれあいの里上月 

参加生徒  家政科全生徒（１年２５名、２年３６名、３年３４名） 

内  容 

  ○実施概要 

家庭クラブ活動の一環として、本校で開発した特産品を使った焼き菓子の販売活動を行っ

た。特産品のＰＲ活動を目的とし、生徒が当番制で焼き菓子製作とラッピングを行い、各イ

ベントに参加して販売している。地域の方に「頑張って」「おいしかった」などと声をかけて

いただき、生徒の自信につながっている。 



 
当番実習 

 
販売の様子① 

 
販売の様子② 

 

(6)令和３年度第４５回兵庫県高等学校総合文化祭文化部合同発表会 

日  時  令和３年１１月２０日（土） 

場  所  神戸ハーバーランドスペースシアター 

参加生徒  課題研究（被服）（家政科 第３学年 被服コース選択者１１名） 

家政科２年生４名 

内  容 

○実施概要 

兵庫県高等学校総合文化祭に参加し、地域協働や家政科の活動に加えて、佐用町の伝統産

業である皆田和紙のＰＲ活動をメインとして作品の展示、販売、舞台での発表を行った。本

校の活動を広く知っていただくとともに、兵庫県下の各地域の生徒と交流を図ることを目的

とした。また、互いに刺激し合い、意見交換を行うことで、生徒のより主体的で深い学びに

つながる活動を推進し、生徒自身の新たな課題を見つける機会とした。内容は以下の通りで

ある。 

展示 
地域協働や家政科の活動をまとめたパネルを展示した。また、皆田和紙を用いた

衣装やおもちゃコンクールに出品した作品展示も行った。 

販売 皆田和紙を用いたアロマワックスバー、コースター、キーホルダーを販売した。 

舞台 
兵庫県立西脇高等学校と合同ファッションショーを行い、ドレスや皆田和紙を使

った衣装を発表した。 

 
学びの展示 

 
作品販売 

 
ファッションショー 

 

(7)発表会 

①令和３年度「ひょうご安全の日西播磨地域のつどい」 

日  時  令和４年２月１４日（水） 

 



場  所  本校会議室 

参加生徒  課題研究（福祉）（家政科 第２学年 福祉コース選択者５名） 

内  容 

○実施概要 

過去の災害の経験と教訓を継承し、将来の災害への備え 

の充実と、西播磨地域における防災意識の高揚を図るため

に「ひょうご安全の日西播磨地域のつどい」が開催され、本

校は高校生防災サミットに参加する予定であったが、コロ

ナウイルス感染拡大のため中止となってしまった。代替と

して、発表動画をｗｅｂ配信することになり、動画の撮影会

日を設け、「佐用合同防災訓練～ＫＩＺＵＮＡ大作戦～」の

企画・運営について発表を行った。（右図） 

 

②地域との協働による高等学校教育改革推進事業（プロフェッショナル型） 

令和３年度 研究成果発表会 

日  時  令和４年２月５日（日） 

場  所  さよう文化情報センター 

参加生徒  家政科生徒（第１学年２５名、第２学年３６名、第３学年２名） 

内  容 

○実施概要 

生徒が研究した成果を３本柱ごとでパワーポイントにまとめて発表した。発表は YouTube

でも配信し、令和３年度の取組や事業内容の幅広い情報発信を行った。発表によって活動の

振り返りやまとめを行い、より主体的な学びを目指すとともに、各委員の方々から専門的な

視点で助言をいただくことを目的とした。以下は当日の流れと内容である。 

時間 内容 

9:00～ 9:10 受付 

9:10～ 9:30 開会行事 

9:30～10:45 代表者による研究成果発表会 

 ・佐用町について、学校紹介 

 ・「商品開発」 

 ・「健康寿命の延伸」 

 ・「災害に強い町づくり」 

・３年目に向けて 

質疑応答 

講評 

・兵庫教育大学 永田 智子 先生 

・島根大学 作野 広和 先生 

10:45～10:50 閉会行事 

 
研究発表 

 

 
質疑応答 



 

【講評】 

○兵庫教育大学 永田 智子 先生 

・家庭科は、生活をより良くしようとする実践的な態度を育てることが目標。 

・自分の家庭生活だけでなく、地域の生活をより良くしようとする実践的な取組をされて、態度

が育っていることに感激。 

・３本柱の「特産品を活用する」「佐用で暮らす人々の健康を守る」「佐用を水害から守る」の中

で、たくさんの取組があり、１つ１つが素晴しい。 

・大学生が行っても、なかなかできない実践をしていた。自分達には地域をより良くしようとす

る態度・実践力があると大いに自信を持って欲しい。 

・発表も理路整然としていた。何を目的にして、どんなプロセスでやったのか、どんな成果があ

ったか、アンケートもしたと発表にあって、力も十分についていると思った。 

・昨年度の発表で、実践したことに囚われずに評価に基づいて改善して欲しいと伝えた。今年は

言ったことができていた。やったことに囚われずに、振り返りなどの評価を行っていて良かっ

た。 

・充分に取り組めていないことや、成果があったか分からないことにも課題意識を持って次年度

に取り組もうとしていて良い。 

・商品開発や訪問、イベントをやり遂げたなど、自己満足で終わることが多いが、そこから次に

至っていて素晴らしい。 

・それぞれの活動や３本柱は、課題解決のための行動目標の要素。 

・最後から２枚目のスライドに、３年目に向けて地域に還元していきたいとあった。最終目標は、

１番難しいが地域貢献や活性化。どうしたら地域は活性化したと言えるかを最初に考えないと

評価はできない。地域が活性化している姿のイメージに向けて、計画を再度練り直して欲しい。 

・高校生の皆さんはすでに考えていることを来年度１年かけて取組めば上手くいく。 

 

○島根大学 作野 広和 先生 

・様々な学校に行っているが佐用が１番、取組・生徒の学び・発表が素晴らしい。 

成果 

・プレゼンテーションについて、伝えることを意識して練習できていた。パワーポイントも文字

が大きく、写真も分かりやすい。情報化の時代で大切なことなので、それだけでも十分な学び

ができている。 

・昨年度の学びを活かして、今年度の学習は深化・パワーアップしている。 

・生徒の主体性が垣間見え、非常に楽しそうに学習し、充実している。他の学校では、やらされ

ている印象を受ける学校も少なくない。 

・地域課題を具体的に解決している 

・地域の大人が参画している。高校生が関わって大人を巻き込むことで、地域の人達が積極的に、

本気になっている。 

今後の課題 

・３つの分野とも活性化が必要だと言っていたが「活性化」とは何か。活性化することが所与の



命題なのか、考えて欲しい。課題解決をすることが目的。 

・例えば５年後・１０年後の佐用町があるべき姿を考えて、その姿に向けて自分たちが何をすべ

きか。健康寿命の延伸の発表の最後で「高齢者の方の笑顔があって良かったが、地域全体の活

性化に繋がらなかった」とまとめてあるのは、素晴らしい。しかし私は高齢者の笑顔があれば

十分だと思う。高齢者の笑顔が佐用町全域に繋がって、皆さんがいなくても高齢者が笑顔にな

るようにするにはどうすればよいのかを考えていただきたい。 

・評価軸に皆さんが実践したことで佐用町がどのように変化したかを入れるべき。 

高校としてどう進化するかを高校生の皆さんも考えて欲しい。文部省の事業は３年間でやって

いるが、次の３年～４年はどうするか、学んでいる皆さんがデザインするといい。 

・今の３年が「実践」だとしたら、次は「参画」で、地域そのものに入っていく。防災や高齢者対

策だけではなく、あらゆる所に入ることを繰り返していくと佐用高校生が地域の役割を担って、

佐用高校がなくてはならない存在になる。 

・いい例だと思ったのは合同防災訓練。防災訓練は佐用高校がやると意識付けされると、地域か

ら佐用高校はなくてはならないものになる。 

・来年度の展望で「提言をする」と言っていたが、提言という言葉は無責任な感じなので、地域

があるべき姿に持っていく「仕掛けづくり」をすると言った方がよい。 

・生徒がやるのではなくて、大人が主役になり表舞台に立って、生徒が縁の下の力持ちで支える

ととても良い。 

 

【生徒の感想】 

・今日の発表会で前に立って発表するのはとても緊張しました。それでもしっかりと練習してき

た成果を発揮できて良かったです。島根大学の先生にも佐用高校が一番すばらしい活動をして

いると言っていただき、とても嬉しかったです。地域の活性化とは何か、どんなことをしたら

活性化になるのかを改めて考えていきたいと思いました。 

・今までなんとなくやってきたことが大切なことだったと気づきました。約１年間、商品開発に

参加して活動して大変なことも多くてしんどかったけど、やりきって良かったし達成感を感じ

ることができました。 

 

③令和３年度 ７５回生 課題研究発表会 

日  時  令和４年２月１４日（月） 

場  所  本校保育大教室 

参加生徒  家政科生徒（第１学年２５名、第２学年３６名） 

内  容 

○実施概要 

７５回生（２年生）の課題研究発表会を校内で実施した。発表を行うことで自分たちの活

動の振り返りを行う機会とした。 

今年度は、協働活動にご協力いただいた方々を来賓に迎え、評価と講評を行っていただい

た。また、活動の継承を目的とし、１年生は別室で Zoom 配信を視聴し、来年度の活動への意

識付けを行った。 



ウ 実施効果とその評価 

 

 地域との協働事業全体を通して、年度末に生徒に自己評価アンケートを行った。 

【自分に身についた・向上したと思う力】 

 
【最も身についた・向上したと思う力】 

 



【最も身についたと思う理由】 
① 自分で課題を見つけて解決方法を考える力（課題発見・解決力） 
・活動を進める中で成功させるためには課題があり、それを自分らしく解決していくことができた。 
② 調理実習や焼き菓子製作など調理の技術（調理技術） 
・今まで作れなかったものが作れるようになり、新しいレシピも学んだから。 
・授業で調理について学び、講習会でさらに専門的に教えてもらえたから。 
・レシピを見ても作り方がわからなかったが、何度も作ることで一人でも作ることができるようにな

ったから。調理実習も手際よく時短でできるようになった。 
③ グループワークや外部講師、地域の方々との交流がスムーズにできる（コミュニケーション能力） 
・今までの自分は決まっている話を聞きそれに答えるだけだったが、話を広げられるようになった。 
・今までは人の意見に流されたり自分の意見は言わなかったりしていたけど、しっかりと言うことが

できるようになった。 
・子どもから高齢者まで多くの人と話す機会があったから。また、グループワークでみんなの意見に

耳を傾けることができた。 
・自分にはコミュニケーション力が全くないと思っていたが、活動を通して身についていると思った。 
・商品開発には大切な能力で、相手に上手に伝えられないと先に進まないと学んだから。 
④ 地域の現状や取り組んでいることに関して調査を行い、課題などを見つけ出す力（調査・分析力） 
・訪問サービスの中で住民の意見を聞き、問題点や自分たちに何ができるかを考えられたから。 
⑤ 自分が地域にできることで地域と交流や貢献がしたいと思う気持ち（ふるさと貢献意識） 
・訪問サービスや給食サービスで地域の方が元気になってくださり、さらに直接の交流を増やしたい

と思ったから。 
・地域の高齢者とたくさん交流して、ありがたい言葉や笑顔をもらいうれしかった。高齢者を大切に

したいし、貢献したいと思う。 
⑥ 困っている人や地域の課題解決のために役に立ちたいと思う（ボランティア精神） 
・給食サービスや訪問サービスで自分ができることをして誰かの役に立つことのやりがいを感じ、自

分でも役に立ちたいと思うようになったから。 
・以前から地域に役には立ちたいと思っていたけど、この活動でさらに地域交流を深めたいと思った

し、もっと地域を巻き込んだ活動をしてみたいと思うから。 
・地域の方と交流する中で普段関わらない人たちに出会えて、話す楽しさを感じボランティアにも興

味がわいてきたから。 
⑦ 地域と協働で活動する時に自分で計画を立てられる力（企画力） 
・合同防災訓練を一から考えることができたから。 
⑧ 自分が行った活動を地域の内外に知ってもらうように発信ができる力（情報発信力） 
・課題研究の情報班として家政科に活動を知ってもらうために資料を作ったり、外部講師の先生に詳

しく教えていただいたりしたから。 
⑨ 自分が行った活動を周囲に知ってもらうために説明できる力（プレゼンテーション能力） 
・開発商品を販売する際にトマトや佐用高校の良さを丁寧で簡潔に伝えることができた。また、発表

資料のスライドや説明を分かりやすくできたと思う。 
・マイクを使って人前やカメラの前で発表する機会が多く、練習や回数を重ねていくうちに楽しくな

って苦手意識がなくなった。 



(2) 生徒が主体的な学びをするための指導方法の工夫 

ア 仮説 

本研究は「食」を中心に①特産物による商品開発②健康寿命の延伸③安全・安心なまちづく

りの三本柱をたて、それぞれについて、生徒が課題を発見し、ＰＤＣＡサイクルを展開してい

くことにより、課題を解決できる資質・能力を身につけることを目標としている。このような

課題発見・解決能力を育成するためには、基礎的・基本的な知識・技能をベースに主体的な態

度で取り組み、課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力その他の能力が必要にな

ってくる。とりわけ、生徒がどれだけ課題に対して「わがこと」として主体的に取り組めるか

が大きな鍵を握っている。そこで本研究では、生徒が行うＰＤＣＡサイクルに対して、教員が

次のような指導法を行うことにより、生徒が課題解決に向けて、積極的に取り組み、主体的な

態度を育成できると仮説をたてた。 
生徒の活動 Ｐ（計画） → Ｄ（実行） → Ｃ（評価） → Ａ（改善） 

教員の指導 「待つ」    「見守る」   「褒める」   「期待する」 

①  Ｐ（計画）・・・・「待つ」 

それぞれの取り組みについては、生徒達を中心に地域の方と一緒に、計画・実行・運営につ

いての事前会議を何度も開催していく。その計画立案段階から、生徒達が主体的に取り組める

ように、できるだけ教員からの指導助言は控え、自由な発想で取組を計画させていく雰囲気を

つくる。教員はややもすると、すでに自分の中に計画や到達点を決めてしまい、そのレールに

生徒達を乗せ、上手に取り組ませようとする。そのため助言をしてしまい、生徒達を従わせよ

うとしてしまう。そのことが生徒達の主体性を失い、やらされた感を抱かせることになってい

く。生徒達は、自分たちが中心となって考え出したことに対しては、積極的に、責任を持って

取り組む傾向がみられ、その中で主体性が育まれていく。そこで、教員には、生徒の自発的な

考えを「待つ」姿勢が必要である。しかし、会議の中で、話し合いが進展していかない場合も

ある。そのため、事前に会議に参加していただく地域の方に、取組の趣旨や目標を十分説明、

理解していただき、地域の方々から方向性のヒントやアドバイスを会議の中で出していただく

よう打ち合わせをする等の仕掛けを考える。 
②  Ｄ（実行）・・・・「見守る」 

実際に現場に出て生徒が取組を実践していく場において、教員は原則、危険なことが予想さ

れない限りは、生徒達の取組にその場では指導助言はしない。教員は側について、「見守る」姿

勢を通す。失敗をするかもしれないがそれは失敗として経験をさせる。活動に対して生徒達に

責任感を持たせ、生徒自身が「自分がやらねば誰がやる」という主体性を持たせる。 
③  Ｃ（評価）・・・・「褒める」 

取組ごとに自己評価し、うまくいった点、うまくいかなかった点など整理し、結果を正しく

把握させる。特に、うまくいかなかった点についてはその原因の分析を、生徒達に十分に話し

合わせる。そして、生徒達の取組結果や姿勢に対して、良いところを探し、必ず「褒める」。褒

められたことにより自己肯定感を抱き、自信となり、主体性の育成につながる。 
④  Ａ（改善）・・・・「期待する」 

評価をもとに次回に向けての改善点を話し合わせる。改善策に行き詰まった時は、改善策を

考えるための方向性を与え、あくまでも自分たちで考えさせる。次回は生徒達がよりよい活動

をしてくれることを信じて「期待する」。その期待感が生徒に伝わり、一層の主体性を引き出す

ことにつながる。 



イ 活動実績 

生徒の主体的な取組と外部講師等の活用 
令和３年度 ２年生「課題研究（食物）」指導過程 

時期 内容 生徒の主体的な取組 教員の指導（動き） 
４月   関係機関との打ち合

わせ 
５月 商品開発講義 

講師：今年度参加外部講師 
第１回商品開発会議 
 
第２回商品開発会議 

商品開発に関する基礎知識の習得 
 
開発に向けての話し合いとワーク

ショップ 

開発商品の探究活動 

レシピ考案 

試作調理（１回目） 

商品開発会議年間計

画作成 
外部講師との打ち合

わせ 
外部講師との打ち合

わせ 

６月 第３回商品開発会議 試作調理（２回目） 
レシピの改善 

試作品試食会準備 
外部講師との打ち合

わせ 
７月   課題と２学期以降の

計画 
８月  パッケージの考案  

※夏季休業課題 
 

９月 第４回商品開発会議 試作調理（３回目） 
試作調理（４回目） 
レシピの再改善 

試作品試食会準備 
外部講師との打ち合

わせ 
１０月 第５回商品開発会議 

 
第６回商品開発会議 

試作調理（５回目） 
レシピの完成 

ラベル決定 

イベントに向けての準備 
チラシやポップの作成 

「姫音祭」実行委員

会会議参加 
外部講師との打ち合

わせ 

１１月 第７回商品開発会議 
 
「姫音祭」にて開発商品広報

即売会 
場所：イーグレ姫路 
対象：イベント参加者 

イベントに向けての準備 
販売商品にラベルを貼る 
イベント参加で広報活動 

外部講師との打ち合

わせ 
イベント生徒引率 

１２月 第８回商品開発会議 一年間の振り返り 外部講師との打ち合

わせ 
１月  課題研究発表会に向けての準備 glaminka SAYO との

打ち合わせ 
２月 課題研究発表会 研究内容の発表 

商品開発の振り返り 
 

３月 「高校生レストラン 2021」 
場所：glaminka SAYO 
対象：施設利用者 

開発商品（トマトソース）を使っ

てピザ作り体験提供 
イベント生徒引率 



令和３年度 ２年生「ヒューマンサービス」指導過程 
時期 内容 生徒の主体的な取組 教員の指導（動き） 
４月   給食サービス打ち合わせ 

各方面へ講義依頼 
５月 第１回給食サービス準備 

ルーブリック評価作成 
お弁当献立とお品書きの作成 
ルーブリック評価表を考える 

社会福祉協議会との連携 
生徒と一緒にルーブリッ

ク表を作成 
６月 第１回給食サービス 

 
「佐用町の現状」講義 
講師：佐用町高年介護課職員 

お弁当調理（６９食） 
アンケートはがき作成 
佐用町の取組について知識習得 

 
 
 

７月 第２回給食サービス準備 お弁当献立とお品書きの作成  
８月   社会福祉協議会への協力

依頼（訪問サービス） 
９月 第１回訪問サービス準備 

第２回給食サービス 
 
第３回給食サービス準備 
第１回高校生訪問サービス 

アンケート、プレゼント作成 

お弁当調理（６４食） 
アンケートはがき作成 
お弁当献立とお品書きの作成 
高齢者世帯訪問、生活実態調査

と交流 

高齢者世帯への承諾確認 
 
 
 
高齢者世帯生徒引率 

１０月 第２回訪問サービス準備 
 
第３回給食サービス 
 
第４回給食サービス準備 

振り返りと引継ぎ、レクリエー

ション検討・準備 

お弁当調理（６２食） 
アンケートはがき作成 
お弁当献立とお品書きの作成 

 

１１月 第４回給食サービス 
 
第２回高校生訪問サービス 

お弁当調理（６５食） 
アンケートはがき作成 
高齢者世帯訪問、レクリエーシ

ョン交流 

 
 
高齢者世帯生徒引率 

１２月 第３回訪問サービス準備 振り返りと引継ぎ、フレイル体

操考案、カレンダー作成 
 

１月 第３回高校生訪問サービス 
 
 
 

高齢者世帯訪問、フレイル改善

体操提供、活動アンケート調査 
 
 

高齢者世帯生徒引率 
 
給食サービス：次年度の

日程調整 
２月 お礼状書き 

まとめ 
高齢者に向けてお礼の手紙作成 
一年間の振り返りとアンケート 

 
振り返りアンケート作成 

３月  次年度に向けての計画  
 



令和３年度 ２年生「課題研究（福祉）」指導過程 
時期 内容 生徒の主体的な取組 教員の指導（動き） 
４月   各方面へ講師依頼 
５月 合同防災訓練企画開始 

「佐用町の災害について」 
講師：ドローン協会 久保様 

防災訓練実施内容の計画 

災害・防災について知識習得 
 

６月 「減災ワークショップ」 
講師：働き方応援隊 小西様 

減災について知識習得 
ワークショップ模擬授業 

佐用町、関係機関と

の打ち合わせ 
７月  防災訓練実施内容の詳細計画 関係各所との実施内

容確認 
８月    
９月    

１０月 第１回訓練合同会議 
 
「防災講義とワークショップ」 
講師：兵庫県立大学 木村玲欧

教授 
兵庫県立大学学生 
第２回訓練合同会議 

防災訓練内容案提示 

関係機関との意見交換 

防災についての知識習得 
大学生とのワークショップ 
 
 
防災訓練細案の意見交換 

佐用消防署協力依頼 
兵庫県立大学、佐用

町との内容確認 
佐用小学校との打ち

合わせ 

１１月 防災訓練準備 
 
 
 
「防災出前授業と備蓄食ワーク

ショップ」 
対象：佐用小学校１年生 

パッククッキング試作調理、災害

食講義スライド作成、「災害マニュ

アルブック」作成、ドローン放送

原稿作成、各体験リハーサル 

小学生に向けての防災講義とキャ

ンディーレイ作成指導 

佐用町関係機関との

細案打ち合わせ 
 
 
イベント生徒引率 
 

１２月 「佐用合同防災訓練～KIZUNA
大作戦～」実施 

各部署でリーダーになり訓練の運

営指揮 

・本校２年生対象：災害食講義と

パッククッキング指導 
・佐用小学校１年生対象：段ボー

ルベッド体験 

・近隣住民対象：災害時小物制作

ワークショップ 

防災訓練リーダー生

徒のバックアップ 

１月 「西播磨地区のつどい」参加 
※コロナにより動画撮影に変更 

研究内容の発表 
課題研究発表会に向けての準備 

動画撮影準備 

２月 課題研究発表会 研究内容の発表 
合同防災訓練振り返り 

関係機関への発表会

参加依頼 
３月  次年度に向けての引継ぎ資料作成  

 



   ウ 実施効果とその評価 

 

(1)高校生訪問サービス 生徒の事前事後アンケート 

 事前アンケートでは低評価な部分でも、事後アンケートでは高評価に転じている生徒が多く、 

訪問サービスに対する生徒の自己肯定感の向上効果が見られる。 

 【事業実施前後に行った生徒アンケートにおける多くの回答例】 

  



(2)高校生訪問サービスを終えた生徒の感想 

  実施前の事前指導中や準備中は、初対面や初めての経験に対する不安があり実施後もうまくい

かなかったことに対する反省がある。しかし、実施を振り返ると肯定的な感情が多く次回には前

向きな発想へとつながっていることがわかる。 

【青線（事前の不安等）赤線（事後の肯定感等）】 

 

  



(3)給食サービスボランティア 返信ハガキ 

手書きの部分を付けることで、利用者の方に温かみを届ける工夫をしている。回を重ねるごと

にメッセージ欄へのコメントが増えた。 

 

  



(4)給食サービスボランティア 生徒の感想 

 実施前の不安や献立作成の難しさなどを感じながらも、事業には前向きに取り組もうという姿

勢が伺える。返信はがきにより次へのモチベーションを高める効果も見られる。 

【青線（事前の不安等）赤線（事後の肯定感等）】 

 

  



(5)「AI テキストマイニング」によりデータ分析 

今年度の活動に対する生徒の感想を「AIテキストマイニング」によりデータ分析したところ、

事前の心境から、事後の心境に大きな変化が見られ、多くの生徒が肯定的な意見や次年度への

意気込みを示す言語を多数記述していることがわかる。 

 

「AI テキストマイニング」による記述部分の言語頻度分析 
【質問１】年度のはじめ、様々な地域協働活動を始めるときの心境はどうでしたか。 

【質問２】自分が携わった地域協働活動の中で一番印象に残っている活動と、その理由を書き
出してみよう。また、活動したことでの自分の変化を書き出してみよう。 

 
  



【質問３】年度のおわり、一年間地域協働活動を行ってきて、今どのような心境ですか。 

【質問４】来年度に、やってみたいことや頑張ってみたいこととその理由、今の意気込み（心
境）を書き出してみよう。 

 
出典：User Local、AI テキストマイニング、https://textmining.userlocal.jp/ （2022.3.10） 

 



(6) 外部講師からの評価 
 ２年生「課題研究（食物）」においては、一年間通して外部講師との商品開発会議を行った。ここで協

働していただいた外部講師に生徒にどのような力が身に付いたと感じたかのアンケートを実施した。 
 
【アンケート内容】 
一年間の活動を終えて、生徒に身についた・向上したと思う力を評価してください。 
１ 全く身についていない ２ 身についていない ３ 変わらない ４ 身についた ５ とても身についた 

 
① 自分で課題を見つけて解決方法を考える力（課題発見・解決力） 

 

② 調理実習や焼き菓子製作など調理の技術（調理技術） 

 

③ グループワークや外部講師、地域の方々との交流がスムーズにできる（コミュニケーション能力） 

 

④ 地域の現状や取り組んでいることに関して調査を行い、課題などを見つけ出す力（調査・分析力） 

 

⑤ 自分が地域にできることで地域と交流や貢献がしたいと思う気持ち（ふるさと貢献意識） 

 

⑥ 困っている人や地域の課題解決のために役に立ちたいと思う（ボランティア精神） 

 

⑦ 地域と協働で活動する時に自分で計画を立てられる力（企画力） 

 

⑧ 自分が行った活動を地域の内外に知ってもらうように発信ができる力（情報発信力） 

 

⑨ 自分が行った活動を周囲に知ってもらうために説明できる力（プレゼンテーション能力） 

 
１ 一年間生徒と協働をしていただいての感想や生徒へのメッセージ 
 
２ 来年度に向けての提案や、こうしたらよいのでは、などの改善点 
 

 
  



【身についた力に関する生徒の自己評価と外部講師による評価の比較】 
外部講師による評価 

 

生徒の自己評価（参考） 

 

検証と考察 
・課題発見、解決力に高い評価を得たのは生徒の主体的な活動を重視してきた効果が出ている。 
・生徒の自己評価より外部講師による評価の方が全体的な向上度評価が高いのは、外部講師の生徒

に対する期待値があり、年度当初からの成長を評価していただいた。 
・調査分析力とふるさと意識の項目では外部講師の評価の方が低いのは社会人からの目線だと、生

徒の調査分析成果では不十分である。 



【外部講師からのコメント】 
地域協働支援員 
１ 佐用高校の皆さんには、この度の地域協働事業の取り組み以外にも、色々と佐用町や地域住民と

かかわりを持っていただいていることにお礼申し上げます。 
地域協働活動においては、家政科生徒の皆さんの佐用町の特産品について理解をしようとする姿、

それを活かした料理、商品開発に取り組む姿が真面目で真剣であることに感激しました。 
姫音祭での接客体験、防災訓練での企画力、福祉のアンケート調査における高齢者とのコミュニケ

ーション力等々、通常の授業では得られない社会経験ができたと思います。この自分らしさを出す

という経験を生かして受験、就職活動において頑張ってください。 
佐用町は、佐用高校の皆さんの頑張りをバックアップするとともに、生徒の皆さんと一緒に何かに

取り組みたいと考えています。今後ともよろしくお願いします。 
２ 商品開発的な活動を実施した場合、購入者からのアンケートを入れて、その商品をリピーターと

なって再度購入するかも調査してほしいと思いました。 
コンソーシアム委員会での永田教授が言われていた他の学校の参考書となるよう、先生の活動、指

導を活動のまとめに入れることは大切なことだと思いました。どんどんハードルが上がっているよ

うに感じますが、来年度もよろしくお願いします。 
 
地域協働アドバイザー 
１ 生徒の皆さんは熱心に取組を続け、良い商品を開発したと思います。 
２ 商品として店頭に並ぶための仕組みを学び、開発商品の販売価格を決める取組もあったら良いの

ではと思います。 
 
佐用町 農林振興課職員 
１ 生徒に特産物を紹介するにあたり、改めて町の農業について調べるいい機会になりました。今ま

でこういった経験はなかったので、色々学びがある貴重な体験でした。 
２ 夢茜だけでなく、夢茜に加え町の特産物を使用したものを開発していただければと思います。 
 
特産品生産業者 
１ 商品開発の難しさ、楽しさを体験してもらえたと思います。将来に役立ててもらえれば幸いです。 
２ 授業の内容（講義、実習など）を更に充実させ、スケジュールに落とし込みできればと思います。 
 
佐用町 栄養士 
１ コロナ禍の影響で、皆さんの高校生活の大半が、多くの方々と自由にコミュニケーションを取る

ことが難しい時期だったと思います。そのような中でも、地域の人を巻き込んで活動できたことや、

商品開発の過程で学んだことは、実社会に出てから十分生かせる経験になったと思います。 
一つの事を仕上げていくのは大変なことです。これはどんな事にも通じます。皆さんと一緒に取組

めた一年間は、私にとってもとても良い勉強になりました。ありがとうございました。 
２ 本年度の学びを生かせるような事を、計画して継続出来れば良いと思います。 

 
  



(7)カリキュラム開発専門家からの評価（研究発表会講評、コンソーシアム委員会抜粋） 
 

兵庫教育大学 永田 智子 教授 

・家庭科は生活をより良くしようとする実践的な態度を育てることが目標であるが、自分の家庭生活だ

けでなく、地域の生活をより良くしようとする実践的な取組をされて、態度が育っていることに感激。 

・自分達には地域をより良くしようとする態度・実践力があると大いに自信を持って欲しい。発表も理

路整然としていて、何を目的にして、どんなプロセスでやったのか、どんな成果があったか、アンケ

ートもしたと発表にあって、力も十分についていると思った。 

・今年はやったことにだけではなく振り返りなどの評価を行っていて良かった。充分に取り組めていな

いことや、成果があったか分からないことにも課題意識を持って次年度に取り組もうとしていて良い。 

・商品開発や訪問、イベントをやり遂げたなど、自己満足で終わることが多いが、そこから次に至って

いて素晴らしい。 

・生徒自身がルーブリック評価を作成していて、それによって主体的な学びになると思われる。カリ

キュラムを開発するにあたっては何をするのか、どんな活動をするのかというのが大事だが、高等

学校の教育なので「資質能力」は、学習内容や活動によってどんな力をつけるのかが大事。 
・資質能力を評価するためには、付けたい力を計るための資料を残すこと、分析することが大切。生

徒たちの書いたアンケートやレポートが重要な根拠資料になる。何か活動する度に、学びの記録を

残しておくことが大切。ポートフォリオを紙ではなくデジタルで蓄積しておくと良い。 
・生徒の感想は面白い。感想がストーリー的でプロセスを含めて書かれている「ナラティブ」という手

法で、やってきたこととその時感じたことを物語風に振り返っている。 
島根大学 作野 広和 先生 

・様々な学校に行っているが佐用が１番、取組・生徒の学び・発表が素晴らしい。プレゼンテーション

について、伝えることを意識して練習できていた。パワーポイントも文字が大きく、写真も分かりや

すい。情報化の時代で大切なことなので、それだけでも十分な学びができている。 

・昨年度の学びを活かして、今年度の学習は深化・パワーアップしている。生徒の主体性が見え、非常

に楽しそうに学習し、充実している。他の学校ではやらされている印象を受ける学校も少なくない。 

・地域課題を具体的に解決している地域の大人が参画している。高校生が関わって大人を巻き込むこと

で、地域の人達が積極的に、本気になっている。 

・健康寿命の延伸の発表の最後で「高齢者の方の笑顔があって良かったが、地域全体の活性化に繋がら

なかった」とまとめてあるのは、素晴らしい。 

・評価した点は多様な学校科目を設定したことと、普通科との連携の道筋をつけたこと、本来の組織

体制（地域協働部や地域協働推進委員会）を設けたことは、学校をあげて取り組まれていることな

ので大変素晴らしいことだと思う。 
・今後更に期待する点は評価。規準の書き方や逆算することは大事。どういう人材を育てるか、その

ためにはどうあってほしいかが規準になる。ルーブリックなどの評価の見える化により、指導と評

価の一体化の今後研究が進めば、評価という観点が重要な論点になる。 
・佐用高校は初年度からしっかりと資料を作っているところが高く評価できる。良い点はスパイラル

な向上を意識されていること。指導要領にも書いてあるように、生徒が学年を上がるにつれてスパ

イラルに向上をする。それだけではなく、学校としても年度が経つにつれて成長している。 
・生徒の声と地域の声を聞いていると、学校と地域が近づいていることは大きな成果。 




